
(様式第 10) 

順大発第４０３号  

平成 27 年 10 月 2 日  

  厚生労働大臣        殿 

                           開設者名 学校法人順天堂 

理事長 小川秀興  (印) 

 

順天堂大学医学部附属順天堂医院の業務に関する報告について 

 

 標記について、医療法（昭和 23 年法律第 205 号）第 12 条の 3 第の規定に基づき、平成２６年度の

業務に関して報告します。 

記 

1 開設者の住所及び氏名 

 住   所 〒113-8421 東京都文京区本郷２－１－１ 

 氏   名  学校法人 順天堂 理事長 小川 秀興 

(注) 開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には

法人の名称を記入すること。 

 

2 名  称 

 順天堂大学医学部附属順天堂医院 

 

3 所在の場所 

〒113-8431 
 東京都文京区本郷3-1-3                電話( 03 )3813－3111 
 

4 診療科名 

4-1 標榜する診療科名の区分 

1 医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、十六診療科名すべてを標榜 

2 医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度か

つ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標榜 
(注) 上記のいずれかを選択し、番号に○印を付けること。 

 

4-2 標榜している診療科名 

(1)内科 

内科 有 ・ 無 

 内科と組み合わせた診療科名等 

  1 総合診療科 2 腎・高血圧内科 3 膠原病・リウマチ内科 4 血液内科 5 糖尿病・内分泌内科 

  6           7            8           9         10          11          12 

 診療実績 
 
 
 
(注) 1 「内科」欄及び「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に

ついて記入すること。 

(注) 2 「リウマチ科」及び「アレルギー科」についても、「内科と組み合わせた診療科等」欄に記

入すること。 

(注) 3 「診療実績」欄については、医療法施行規則第六条の四第三項の規定により、他の診療科で

医療を提供している場合に記入すること。 

 

 

 



(2)外科 

外科 有 ・ 無 

 外科と組み合わせた診療科名 

  1           2          3           4           5            6           7           

  8           9         10          11          12           13          14 

 診療実績 
 
 
 
(注) 1 「外科」欄及び「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名につ

いて記入すること。 

(注) 2 「診療実績」欄については、医療法施行規則第六条の四第三項の規定により、他の診療科で

医療を提供している場合に記入すること。 

 

(3) その他の標榜していることが求められる診療科名 

 1精神科  2小児科  3整形外科  4脳神経外科  5皮膚科  6泌尿器科  7産婦人科 

 8産科    9婦人科  10眼科     11耳鼻咽喉科  12放射線科  13放射線診断科   
14放射線治療科  15麻酔科  16救急科 

(注） 標榜している診療科名の番号に〇印を付けること。 

 

(4)歯科 

歯科 有 ・ 無 

歯科と組み合わせた診療科名 

  1 歯科口腔外科 2        3         4         5          6         7           

 歯科の診療体制 
 
 

 
(注) 1 「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名につ

いて記入すること。 

(注) 2 「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜し

ている診療科名として「歯科」を含まない病院については記入すること。 

 

(5)(1)～(4)以外でその他に標榜している診療科名 

  1  循環器科 2 消化器科 3 呼吸器科 4 神経科 5 心臓血管外科 6 形成外科 7 眼科         

  8  ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科 9 腫瘍内科 10 緩和ケア内科 11 病理診断科 12           13       14 

 15          16         17          18          19           20          21 

(注) 標榜している診療科名について記入すること。 

 

5 病床数 

 精 神     感染症     結 核     療 養     一 般      合 計  

15床 床 床 床 1,005床 1,020床 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

6 医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数 

（平成 27 年 8 月 1 日現在） 

  職  種  常 勤  非常勤  合 計   職  種  員 数   職   種 員 数 

 医  師        616人 187.4人  803.4人  看 護 補 助 者         103.9人 診療エックス線技師      人 

 歯 科 医 師         3人  3.6人    6.6人  理 学 療 法 士          28.1人 臨床 

 

検査 

臨床検査技師  99.7人 

 薬 剤 師         95人    人     95人  作 業 療 法 士             6人 衛生検査技師      人 

 保 健 師           人    人       人  視 能 訓 練 士          12.4人 そ の 他            人 

 助 産 師           人    人       人  義 肢 装 具 士              人 あん摩マッサージ指圧師      人 

 看 護 師       1,150人  9.3人 1159.3人  臨 床 工 学 士   30人 医療社会事業従事者   4.4人 

 准 看 護 師           人    人       人  栄  養  士              人 その他の技術員         28.9人 

 歯科衛生士      3人  0.4人    3.4人  歯 科 技 工 士            人 事 務 職 員        171.1人 

 管理栄養士     10人  1.8人   11.8人  診療放射線技師   56.7人 その他の職員            4人 

(注) 1 申請前半年以内のある月の初めの日における員数を記入すること。 

    2 栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。 

     3 「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した      

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 2 位を切り捨て、小数点以下 1 位まで算出して記入

すること。それ以外の欄には、それぞれの員数の単純合計員数を記入すること。 

 

7  専門の医師数                       （平成 27 年 8 月 1 日現在） 

専門医名 人 数 専門医名 人 数 

総合内科専門医 35.4 人 眼 科 専 門 医 23.7 人 

外 科 専 門 医 74.7 人 耳鼻咽喉科専門医 9.5 人 

精 神 科 専 門 医 12.6 人 放射線科専門医 10.7 人 

小 児 科 専 門 医 30.7 人 脳神経外科専門医 16.1 人 

皮 膚 科 専 門 医 13.9 人 整形外科専門医 22.7 人 

泌尿器科専門医 12.4 人 麻 酔 科 専 門 医 36.8 人 

産婦人科専門医 18.2 人 救 急 科 専 門 医 3 人 

  合 計 320.4 人 

(注) 人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した       

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 1 位を切り捨て、整数で算出して記入すること。 

 

8 前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数 

  歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数 

   歯 科 等 以 外   歯 科 等   合   計 

 １日当たり平均入院患者数       872人               0人           872人 

 １日当たり平均外来患者数          3,859人              41人       3,900人 

 １日当たり平均調剤数                                                      6,034剤 

必要医師数 310.9人  
必要歯科医師数 1人  
必要薬剤師数 77人  

必要（准）看護師数 603人  
（注)1 「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯 

科等以外」欄にはそれ以外の診療料を受診した患者数を記入すること。 

  2 入院患者数は、年間の各科別の入院患者延数(毎日の 24 時現在の在院患者数の合計)を暦日 

で除した数を記入すること。 

  3 外来患者数は、年間の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除し 

た数を記入すること。 

  4 調剤数は、年間の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数 

を記入すること。 

     5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法



施行規則第二十二条の二の算定式に基づき算出すること。 

 

9 施設の構造設備 

 施 設 名  床面積  主要構造       設    備    概    要 

集中治療室 

 

 

697.31m 2 

 

 

鉄骨 

RC造 

 

   病 床 数  30 床  心  電  計  有・無 

   人工呼吸装置  有・無  心細動除去装置  有・無 

   その他の救急蘇生装置  有・無  ペースメーカー  有・無 

無菌病室等 

 

［固定式の場合］ 床面積  51.34 m 2      病床数     2 床 

［移動式の場合］ 台 数   2  台 

医 薬 品 

情報管理室 

［専用室の場合］ 床  積 75.1 m 2 

［共用室の場合］ 共用する室名 

化学検査室 238.58m 2 SRC   （主な設備）4号館6階 

細菌検査室  108.0m 2 SRC   （主な設備）4号館7階 

病理検査室 116.95m 2 鉄骨/RC/SRC   （主な設備）1号館5階、B棟5階、4号館8階 

病理解剖室   68.5m 2 鉄骨   （主な設備）1号館地下3階 

研 究 室 4,044.17m 2    （主な設備）8号館、9号館、10号館各階 

講 義 室 3,377.77m 2     室数 34 室  収容定員            人 

図 書 室 1,183.39m 2     室数  2  室  蔵 書 数  154,369冊程度 

(注) 1 主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。 

  2 主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。 

 

10 紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値 

算 定 期 間 平成26年4月1日～平成27年3月31日 

紹 介 率 56.3％ 逆 紹 介 率  54.0％ 
算

出

根

拠 

Ａ：紹 介 患 者 の 数                                                 29,801人 

Ｂ：他の病院又は診療所に紹介した患者の数                              30,156人 

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数                                1,627人 

Ｄ：初 診 の 患 者 の 数                                                 55,865人 

(注) 1 「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入する

こと。 

2  「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入すること。 

3 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。 

 

 



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

5人　

1人　

16人　

0人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

硬膜外腔内視鏡による難治性腰下肢痛の治療

自家液体窒素処理骨移植

多焦点眼内レンズを用いた水晶体再建術

IL28Bの遺伝子診断によるインターフェロン治療効果の予測評価

（様式第2）（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

1人　

5人　

3人　

0人　

0人　

5人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

パクリタキセル静脈内投与(1週間に1回投与するものに限る)及びカルボプラチン腹腔内投与(3週
間に1回投与するものに限る)の併用療法(上皮性卵巣がん、卵管がん又は原発性腹膜がん)

術後のホルモン療法及びS-1内服投与の併用療法[原発性乳がん(エストロゲン受容体が陽性であっ
て、HER2が陰性のものに限る)]

ﾍﾟﾒﾄﾚｷｾﾄﾞ静脈内投与及びｼｽﾌﾟﾗﾁﾝ静脈内投与の併用療法[肺がん(扁平上皮肺がん及び小細胞肺が
んを除き、病理学的見地から完全に切除されたと判断されるものに限る)]

コレステロール塞栓症に対する血液浄化療法

慢性心不全に対する和温療法

内視鏡下手術用ロボットを用いた腹腔鏡下腎部分切除術[腎がん(直径七センチメートル以下で
あって、リンパ節転移及び遠隔転移していないものに限る)]

（様式第2）（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

高度の医療の提供の実績

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医
療を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、
当該医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

（様式第2）



疾　　　患　　　名 取扱患者数 疾　　　患　　　名 取扱患者数

 ・ベーチェット病 172人  ・膿疱性乾癬 8人

 ・多発性硬化症 278人  ・広範脊柱管狭窄症 7人

 ・重症筋無力症 190人  ・原発性胆汁性肝硬変 76人

 ・全身性エリテマトーデス 1,024人  ・重症急性膵炎 2人

 ・スモン 1人  ・特発性大腿骨頭壊死症 43人

 ・再生不良性貧血 39人  ・混合性結合組織病 194人

 ・サルコイドーシス 180人  ・原発性免疫不全症候群 29人

 ・筋萎縮性側索硬化症 22人  ・特発性間質性肺炎 13人

 ・強皮症，皮膚筋炎及び多発性筋炎 475人  ・網膜色素変性症 150人

 ・特発性血小板減少性紫斑病 105人  ・プリオン病 0人

 ・結節性動脈周囲炎 54人  ・肺動脈性肺高血圧症 15人

 ・潰瘍性大腸炎 449人  ・神経線維腫症 21人

 ・大動脈炎症候群 65人  ・亜急性硬化性全脳炎 0人

 ・ビュルガー病 24人  ・バッド・キアリ（Budd-Chiari）症候群 1人

 ・天疱瘡 48人  ・慢性血栓塞栓性肺高血圧症 0人

 ・脊髄小脳変性症 75人  ・ライソゾーム病 8人

 ・クローン病 95人  ・副腎白質ジストロフィー 2人

 ・難治性の肝炎のうち劇症肝炎 1人  ・家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 0人

 ・悪性関節リウマチ 59人  ・脊髄性筋委縮症 4人

 ・球脊髄性筋委縮症 7人

 ・慢性炎症性脱髄性多発神経炎 35人

 ・アミロイドーシス 4人  ・肥大型心筋症 13人

 ・後縦靭帯骨化症 45人  ・拘束型心筋症 1人

 ・ハンチントン病 4人  ・ミトコンドリア病 11人

 ・モヤモヤ病（ウィリス動脈輪閉塞症） 35人  ・リンパ脈管筋腫症（ＬＡＭ） 154人

 ・ウェゲナー肉芽腫症 31人  ・重症多形滲出性紅斑（急性期） 0人

 ・特発性拡張型（うっ血型）心筋症 55人  ・黄色靱帯骨化症 4人

 ・表皮水疱症（接合部型及び栄養障害型） 17人

（注）　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

106人

高度の医療の提供の実績

 ・パーキンソン病関連疾患（進行性核上性麻痺、
大脳皮質基底核変性症及びパーキンソン病）

1,367人

 ・多系統萎縮症（線条体黒質変性症、オリーブ橋
小脳萎縮症及びシャイ・ドレーガー症候群）

52人
 ・間脳下垂体機能障害
（ＰＲＬ分泌異常症、ゴナドトロピン分泌異常症、ＡＤ
Ｈ分泌異常症、下垂体性ＴＳＨ分泌異常症、クッシン
グ病、先端巨大症、下垂体機能低下症）

4　特定疾患治療研究事業対象疾患についての診療

（様式第2）



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療科）

救急搬送患者地域連携受入加算

救急搬送患者地域連携紹介加算

ハイリスク分娩管理加算

退院調整加算

新生児特定集中治療室退院調整加算

呼吸ケアチーム加算

病棟薬剤業務実施加算

データ提出加算

特定集中治療室管理料

新生児特定集中治療室管理料１

新生児治療回復室入院医療管理料

小児入院医療管理料１

患者サポート体制充実加算

褥瘡ハイリスク患者ケア加算

ハイリスク妊婦管理加算

緩和ケア診療加算

精神科身体合併症管理加算

がん診療連携拠点病院加算

栄養サポートチーム加算

感染防止対策加算

診療録管理体制加算

急性期看護補助体制加算

看護職員夜間配置加算

療養環境加算

重症者等療養環境特別加算

無菌治療室管理加算

特定機能病院入院基本料

臨床研修病院入院診療加算

救急医療管理加算

超急性期脳卒中加算

妊産婦緊急搬送入院加算

医療安全対策加算

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

歯科外来診療環境体制加算

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

検体検査管理加算（Ⅰ） 無菌製剤処理料

持続血糖測定器加算 心臓ＭＲＩ撮影加算

造血器腫瘍遺伝子検査 抗悪性腫瘍剤処方管理加算

ＨＰＶ核酸検出及びＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノタイプ判定） 外来化学療法加算１

医療機器安全管理料２ CT撮影及びMRI撮影

歯科治療総合医療管理料 大腸ＣＴ撮影加算

医療機器安全管理料（歯科） 冠動脈ＣＴ撮影加算

肝炎インターフェロン治療計画料 センチネルリンパ節生検（乳がんに係るものに限る。）

医療機器安全管理料１ 画像診断管理加算２

薬剤管理指導料 画像診断管理加算１

がん治療連携計画策定料 コンタクトレンズ検査料１

認知症専門診断管理料 内服・点滴誘発試験

がん治療連携管理料 小児食物アレルギー負荷検査

外来放射線照射診療料 神経学的検査

地域連携診療計画管理料 ロービジョン検査判断料

ニコチン依存症管理料 補聴器適合検査

移植後患者指導管理料 ヘッドアップティルト試験

糖尿病透析予防指導管理料 人工膵臓

夜間休日救急搬送医学管理料 長期継続頭蓋内脳波検査

院内トリアージ実施料 皮下連続式グルコース測定

糖尿病合併症管理料 心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算

がん性疼痛緩和指導管理料 植込型心電図検査

がん患者指導管理料 時間内歩行試験

外来緩和ケア管理料 胎児心エコー法

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

心臓ペースメーカー指導管理料（植込型除細動器移行加算） 検体検査管理加算（Ⅳ）

高度難聴指導管理料 遺伝カウンセリング加算

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



心大血管疾患ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料（Ｉ） ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ移植術及びﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ交換術

脳血管疾患等ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料（Ⅰ） 植込型心電図記録計移植術及び植込型心電図記録計摘出術

運動器ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料（Ⅰ） 両心室ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ移植術及び両心室ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ交換術

呼吸器ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料（Ⅰ） 植込型除細動器移植術、植込型除細動器交換術及び経静脈電極抜去術（レーザーシースを用いるもの）

がん患者リハビリテーション料 両室ﾍﾟｰｼﾝｸﾞ機能付き植込型除細動器移植術及び両室ﾍﾟｰｼﾝｸﾞ機能付き植込型除細動器交換術

歯科口腔リハビリテーション料２ 大動脈ﾊﾞﾙｰﾝﾊﾟﾝﾋﾟﾝｸﾞ法（IABP法）

抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合失調症治療指導管理料に限る。） 補助人工心臓

医療保護入院等診療料 腹腔鏡下肝切除術

透析液水質確保加算 生体部分肝移植術

一酸化窒素吸入療法 同種死体肝移植術

ＣＡＤ／ＣＡＭ冠

皮膚悪性腫瘍切除術（悪性黒色腫センチネルリンパ節加算を算定する場合に限る。）

組織拡張器による再建手術（一連につき）（乳房（再建手術）の場合に限る。）

骨移植術（軟骨移植術を含む。）（自家培養軟骨移植術に限る。） 腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術

腫瘍脊椎骨全摘術 腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。）

脳腫瘍覚醒下マッピング加算 胎児胸腔・羊水腔シャント術

頭蓋骨形成手術（骨移動を伴うものに限る。） 医科点数表第2章第10部手術の通則5及び6（歯科点数表第2章第9部の通則4を含む。）に掲げる手術

脳刺激装置植込術（頭蓋内電極植込術を含む。）及び脳刺激装置交換術、脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術 胃瘻造設術（内視鏡下胃瘻造設術、腹腔鏡下胃瘻造設術を含む。）

治療的角膜切除術（エキシマレーザーによるもの（角膜ジストロフィー又は帯状角膜変性に係るものに限る。）） 輸血管理料Ⅱ

緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレートのあるもの）） 自己生体組織接着剤作成術

網膜付着組織を含む硝子体切除術（眼内内視鏡を用いるもの） 人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算

網膜再建術 内視鏡手術用支援機器加算

人工内耳植込術、植込型骨導補聴器移植術及び植込型骨導補聴器交換術 胃瘻造設時嚥下機能評価加算

内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術） 歯周組織再生誘導手術

上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科診療以外の診療に係るものに限る。）、下顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科診療以外の診療に係るものに限る。） 麻酔管理料(Ⅰ)

乳がんセンチネルリンパ節加算１、乳がんセンチネルリンパ節加算２ 麻酔管理料（Ⅱ）

放射線治療専任加算

早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

生体腎移植術

腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

経皮的中隔心筋焼灼術 １回線量増加加算

経皮的冠動脈形成術

経皮的冠動脈形成術（特殊ｶﾃｰﾃﾙによるもの） 外来放射線治療加算

経皮的冠動脈ステント留置術 高ｴﾈﾙｷﾞｰ放射線治療



強度変調放射線治療（IMRT)

画像誘導放射線治療加算  （ＩＧＲＴ）

定位放射線治療

病理診断管理加算

クラウン・ブリッジ維持管理料

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

歯科矯正診断料

顎口腔機能診断料（顎変形症（顎離断の手術を必要とするものに限る。）の術前後における歯科矯正に係るもの）



7　健康保険法の規定による療養に要する費用の額の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

剖検症例数　　　　　　　45例　　　／　　剖検率 9.0%

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

剖　検　の　状　況

　・

　・

　・

　・ 　・

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、健康保険法の規
定による療養に要する費用の額の算定方法（平成六年厚生省告示第五十四号）に先進医療（当該病院において提供していたもの
に限る。）から採り入れられた医療技術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

１週間に3～4回程度
1か月に13回～15回程度

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・腹腔鏡下子宮体がん根治手術 　・

　・ 　・

（様式第2）



1  研究費補助等の実績

金   額

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

910,000

エピジェネティクス制御をターゲッ
トとした脂肪性肝炎の病態進展抑
制の検討

今　一義 消化器内科学講座 1,170,000

1,300,000

オートファジー阻害剤による大腸
癌微小血管転移根治療法の開発 加藤　俊介 院・臨床腫瘍学 1,300,000

近代臨床医学成立過程における
疾病概念の再構築に関する研究 坂井　建雄

院・解剖学・生体構造
科学

1,040,000

10,140,000

我が国における冠動脈疾患の治
療戦略の確立 宮内　克己 循環器内科学講座 1,040,000

正常血糖妊婦と妊娠糖尿妊婦に
おける妊娠中の血糖変動出産後
の耐糖能に与える影響

池田　富貴 代謝内分泌学講座 1,690,000

糖尿病性潰瘍対する慢性炎症を
標的とした実用的細胞治療法の
確立

8,060,000

特発性正常圧水頭症（iNPH）の
的確な診断法の確立と病態解明 新井　一 院・脳神経外科学 7,670,000

幹細胞と増殖因子徐放剤の併用
による成熟血管再生と再生組織"
血管化"基盤技術の開発

水野　博司 院・形成・再建外科学 6,630,000

6,110,000

非肥満者における未知のインスリ
ン抵抗性の原因解明と臨床応用 田村　好史

院・代謝内分泌内科
学

8,450,000

多能性幹細胞移植・遺伝子治療
による複合的内耳治療戦略

鉱質コルチコイド／糖質コルチコ
イド受容体パラドックスの解明と腎
臓病治療への応用

長瀬　美樹
院・解剖学・生体構造

科学
12,220,000

「糖尿病潜伏期」の病態解明と新
規介入法の開発

5,200,000院・神経学

神経細胞内の異常なリソソームと
オートファゴソームの関わりについ
ての遺伝学的研究

小池　正人 院・神経機能構造学 5,070,000

5,330,000

細胞内代謝機構オートファジー
制御に基づいた消化器難病疾患
への新規治療戦略

渡辺　純夫 院・消化器内科学 2,600,000

RUNX1とエピジェネティック制御
機構破綻の協調作用によるMDS
発症機構の解明

原田　浩徳 血液学講座 2,080,000

1,950,000

膵β細胞オートファジー不全と
p62陽性の封入体形成 綿田　裕孝

院・代謝内分泌内科
学

5,330,000

院・血液内科学

院・神経機能構造学 20,410,000

パーキンソン病病態解析に基づく
オートファジー調節化合物の開発 18,200,000

新規ヒストン修飾であるヒストン
H4K5メチル化の造血分化制御に
おける意義の解明

藤井　智明 下部消化管外科学 1,950,000

斉木　臣二 院・神経学

脳内環境における封入体形成の
メカニズム：封入体と神経細胞死
の関連性について

服部　信孝 院・神経学 20,410,000

神経軸索におけるタンパク分解
機構とその破綻 内山　安男

文科省

文科省

文科省

文科省

文科省

文科省

文科省

文科省

文科省

文科省

文科省

文科省

文科省

文科省

文科省

文科省

文科省

文科省

文科省

文科省

文科省

文科省

糖尿病患者の治療中断および耐
糖能異常者の２次健診未受診の
関連要因の解明

横川　博英 総合診療科研究室

低線量放射線被爆による生体微
小環境内の発がん誘導機序 田部　陽子 臨床検査医学講座

田中　里佳 形成外科学講座

糖尿病状態における細胞変容と
オートファジー 綿田　裕孝

院・代謝内分泌内科
学

遺伝性パーキンソン病における共
通分子基盤の解明 服部　信孝

池田　勝久 院・耳鼻咽喉科学

文科省

文科省

河盛　隆造
院・代謝内分泌内科

学

Sirtuin阻害による急性前骨髄球
性白血病細胞の分化誘導 小松　則夫

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門
補助元又は委託

元
文科省

（様式第3）



補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

1,690,000

GnRHニューロンの脳内移動にお
けるセマフォリン3Aの役割 村上　志津子 院・神経機能構造学 1,560,000

in vivoにおけるミトコンドリア品質
管理機構についての組織化学的
評価

小池　正人 院・神経機能構造学 1,820,000

1,170,000

医療機関におけるUDI（国際医療
機器識別コード）の意義に関する
研究

佐瀬　一洋 院・臨床薬理学 1,040,000

CGMS(連続皮下血糖測定器)の
日本人糖尿病患者における有用
性の検討

清水　友章 代謝内分泌学講座 780,000

1,560,000

眼稀少疾患の遺伝子解析システ
ムの構築 藤巻　拓郎 眼科学講座 260,000

無細胞化神経へのシュワン細胞
付加法としての端側神経縫合とそ
の応用について

林　礼人 形成外科学講座 910,000

アトピー緑内障の病態解析

1,300,000

絨毛外絨毛細胞によるらせん動
脈リモデリングにおけるｍｉＲ－２１
０の機能の検討

板倉　敦夫 産婦人科学講座 1,430,000

ヒト鼻粘膜上皮バリア機能の分子
的基盤 三輪　正人 耳鼻咽喉科学講座 1,430,000

1,300,000

海馬神経細胞新生よりてんかん
原性獲得へシナプス小胞たんぱ
く質２Ａの関与

菅野　秀宣 脳神経外科学講座 1,430,000

滑膜間葉系幹細胞に着目した
パールカンによる変形性膝関節
症の骨棘形成制御

石島　旨章
院・整形外科・運動器

医学
1,690,000

2,340,000

フコイダン－超常磁性体酸化鉄
を用いた頭蓋内活性化血栓の検
出

鈴木　通真 放射線治療学講座 2,340,000

先進的放射線治療の確立に資す
る臨床試験放射線治療品質保証
システムの開発

石倉　聡 放射線治療学講座 1,040,000

脳ＭＲＩ次世代拡散・血流解析を
用いたパーキンソン病の微細病
理変化の解明

1,690,000

小児期における消化管粘膜免疫
機構の解析と消化器疾患の病態
の解明

大塚　宜一 小児科学講座 1,560,000

発育不全を伴う早産児におけるＩ
ＧＦ－Ｉの役割とｒｈＩＧＦ－Ｉ投与に
関する検討

東海林　宏道 院・小児思春・病態学 1,690,000

1,820,000

腹膜線維症の再生治療における
中皮細胞移植療法の確立 関口　嘉 腎臓内科学講座 650,000

ニューロモデュレーションによる新
規パーキンソン病治療法開発の
ための基礎研究

下　泰司 神経学講座 650,000

1,560,000

運動療法による粥腫の安定化作
用に関する検討 代田　浩之 院・循環器内科学 1,170,000

肺癌のＥＧＦＲ－ＴＫＩ耐性機序に
おける低酸素環境と幹細胞およ
びＥＭＴの関与

高橋　和久 院・呼吸器内科学 1,690,000

肺高血圧症における血管平滑筋
細胞増殖マーカーＬＲ１１の役割

脂肪性肝疾患における免疫代謝
調節機構の解明と免疫栄養療法
の確立

池嶋　健一 院・消化器内科学 1,170,000
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HSP27による新規脳保護療法の
臨床実用化に向けた研究 田中　亮太 神経学講座

初期近代における解剖学の成立
過程と動物・ヒト 澤井　直

院・解剖学・生体構造
科学

松田　彰 院・眼科学

多発性嚢胞腎における細胞微小
小胞の機能解析 堀江　重郎 院・泌尿器外科学

血液線維素溶解系を起点とした
がん増殖機構の解明 坂本　一博

院・下部消化管外科
学

趙　成済 放射線治療学講座

家族性ＭＤＳ由来ｉＰＳ細胞を用い
たＲＵＮＸ１変異によるＭＤＳの分
子発症機序の解明

原田　浩徳 血液学講座

糖鎖異常ＩｇＡ１免疫複合体およ
び扁桃細胞のＩｇＡ腎症における
病態解明

鈴木　仁 院・腎臓内科学

小西　博応 循環器内科学講座
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2,080,000

神経細胞におけるp62/Nbr1分子
とリソソームの極性に関する研究

910,000

細胞死関連核内タンパク質に焦
点を当てたプロテオーム解析によ
る敗血症の病態分析

射場　敏明 院・救急・災害医学 2,470,000

Ｓｕｐｅｒｉｏｒ　Ｓｕｌｃｕｓ　Ｔｕｍｏｒに対
する術前化学放射線治療の第２
相試験

都島　由紀雄 呼吸器外科学講座 650,000

1,690,000

新規T細胞特異的サイトカインIL-
17による慢性扁桃炎発症の分子
メカニズム

一針　幸子 耳鼻咽喉科学講座 1,690,000

頭頸部癌におけるEGFR,IGF-1R
と重粒子線の関係の検討 松本　文彦 耳鼻咽喉科学講座 1,690,000

1,300,000

CAGE法によるRNA解析を用いた
肺原発扁平上皮癌に特異的な
マーカーの開発

高持　一矢 呼吸器外科学講座 1,300,000

脳内神経ネットワークからみた吸
入麻酔薬の作用機序と発達脳に
与える影響に関する研究

西村　欣也 院・麻酔科学 1,170,000

CAGE法を用いた大腸癌におけ
る新たなリンパ節転移、肝転移予
測マーカーの同定

715,000

Hsp 90を標的とした低酸素細胞
放射線増感に関する基礎的研究 笹井　啓資 院・放射線治療学 1,690,000

血液線維素溶解系による炎症性
腸疾患の病態制御機構の解明と
その臨床応用

小見山　博光
消外(下部消化管外

科)
1,430,000

1,560,000

ゲノム解析による円形脱毛症疾
患感受性遺伝子同定の試み（第2
段）

池田　志斈
院・皮膚科学・ｱﾚﾙ

ｷﾞｰ学
1,560,000

脊髄脊椎病変評価のための非ガ
ウス分布解析拡散強調像の確立
と臨床応用

堀　正明 放射線診断学講座 1,300,000

1,560,000

Glucocerebrosidaseの膜輸送へ
の役割に関する研究 波田野　琢 神経学講座 1,040,000

亜鉛トランスポーター制御による２
型糖尿病治療法の開発 藤谷　与士夫

院・代謝内分泌内科
学

1,560,000

脳腎連関における腎の抗酸化作
用の役割

1,950,000

血管内皮間葉転換を標的とした
新規の肺高血圧症治療薬の開発 長岡　鉄太郎 呼吸器内科学講座 1,560,000

IgA腎症の発症と進展における
IgA糖鎖不全と責任B細胞の解明 木原　正夫 腎臓内科学講座 1,690,000

2,340,000

心房利尿ペプチドを導入した自
己心筋幹細胞を用いた心不全治
療

稲葉　博隆 心臓血管外科学講座 1,690,000

異なるタイプの動脈瘤(紡錘瘤・嚢
状瘤・解離性動脈瘤)発症機序の
解明

磯田　菊生 循環器内科学講座 1,000,000

1,040,000

非がん慢性痛に対するオピオイド
治療の実態調査と適正使用マ
ニュアル・教材開発

井関　雅子 院・疼痛制御学 1,690,000

脂肪の炎症が近接臓器および脂
肪由来幹細胞の質に及ぼす影響 天野　篤 院・心臓血管外科学 1,430,000

マイクロ流体チップを用いた大腸
癌での血中循環癌細胞の機能解
析
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内山　安男 院・神経機能構造学

短期的電気刺激による神経再生
促進の検討と糖尿病マウスへの
応用について

名取　悠平 形成外科学講座

内耳幹細胞ホーミング機構を応
用した遺伝性難聴への多能性幹
細胞治療法の開発

神谷　和作 耳鼻咽喉科学講座

奥澤　淳司
消外(下部消化管外

科)

各種拡散MRIの脳変性疾患への
応用：マッピングから新たなバイオ
マーカーの創出へ

青木　茂樹 院・放射線治療学

FcγレセプターIIB欠損マウスを
用いたRAとSLEの特異性を決め
る遺伝子の解析

天野　浩文 膠原病内科学講座

鈴木　祐介 院・腎臓内科学

喘息における新規バイオマー
カーとしてのCD27陰性CD4陽性
T細胞の役割

原田　紀宏 呼吸器内科学講座

腹部大動脈瘤と瘤周囲脂肪との
炎症性クロストークの解明 桑木　賢次 院・心臓血管外科学

冨木　裕一
消外(下部消化管外

科)
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1,300,000

iPS由来内耳前駆細胞の効率的
蝸牛導入法の開発 田崎　京子 耳鼻咽喉科学講座 1,690,000

習慣流産と関与するヒト子宮脱落
膜細胞の子宮NK細胞とレチノイド
代謝経路の解析

1,820,000

骨軟部腫瘍の新規治療法開発を
目的としたプロテオーム解析 末原　義之 整形外科学講座 1,820,000

変形性膝関節症の骨棘形成後期
におけるパールカン機能解析 金子　晴香 整形外科学講座 1,690,000

780,000

オートファジーとヒト膵島アミロイド
蛋白を中心とした糖尿病発症機
序の解明

小宮　幸次 代謝内分泌学講座 2,470,000

小児アレルギー疾患におけるST2
遺伝子発現と転写調節機構の解
析

馬場　洋介 小児科学講座 1,430,000

1,820,000

光遺伝学を用いたパーキンソン
病の新しいニューロモジュレー
ションの研究

大山　彦光 神経学講座 1,690,000

血族婚のあるパーキンソン病にお
ける新規原因遺伝子探索 李　元哲 神経学講座 1,300,000

分子標的治療を目指した、IgA腎
症の病態におけるAPRILの病因
的役割の解明

1,040,000

炎症性腸疾患モデルマウスを用
いたTreg移入療法の検証（根本
的治療の確立へ）

石川　大 消化器内科学講座 1,300,000

悪性胸膜中皮腫における新規バ
イオマーカー及び治療標的の探
索

宿谷　威仁 呼吸器内科学講座 1,820,000

1,430,000

運動強度に着目した異所性脂肪
蓄積、インスリン抵抗性改善メカ
ニズムの解明

竹野　景海 代謝内分泌学講座 2,210,000

真性赤血球増加症の診断確定の
ためのJAK2変異探索 森下　総司 輸血学研究室 1,950,000

1,300,000

短腸症候群：新しい腸管再生を
目指して　レニンーアンギオテン
シン系の役割

古賀　寛之
院・小児外科・泌尿生

殖器
130,000

先天性臍帯ヘルニアの病因－分
子機構の解明 土井　崇 小児外科学講座 1,300,000

酸化ストレスによる骨代謝制御機
構の解明

1,560,000

カテプシンＬ・カテプシンＤのポド
サイトにおける役割と蛋白尿発現
メカニズムの解明

高木　美幸 腎臓内科学講座 1,040,000

新規ポドサイト発現蛋白・デンドリ
ンを用いたＩｇＡ腎症進行度診断
法の確立

児玉　史子 腎臓内科学講座 1,170,000

1,820,000

アトピー網膜剥離の病態における
アラーミン分子の役割 河野　博之 眼科学講座 2,210,000

肝組織修復機転におけるＳＯＤ１
によるＮＡＤＰＨオキシダーゼの
制御機序の解明

青山　友則 消化器内科学講座 650,000

不明熱症例に対する全国の多施
設共同による症例登録研究 内藤　俊夫 総合診療科研究室 910,000

BHD症候群の新規診断指標の開
発 瀬山　邦明 呼吸器内科学講座 1,170,000
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黒田　恵司 院・産婦人科学

実質臓器における炎症性疾患重
症化機構の解明と新規治療法開
発の基礎研究

田代　良彦
消外(下部消化管外

科)

新規alpha-synuclein発現調節
modifier遺伝子の同定と機能解明 西岡　健弥 神経学講座

橋本　梓 腎臓内科学講座

細胞極性喪失と癌細胞除去機構
エントーシスにおけるオートファ
ジーの役割の解明

稲見　義宏 消化器内科学講座

低血糖による動脈硬化促進機序
の解明 後藤　広昌 代謝内分泌学講座

斎田　良知 整形外科学講座

血管平滑筋細胞におけるオート
ファジーの機能解析 三田　智也

院・代謝内分泌内科
学

多元的細胞変性に対応するiPS
由来細胞の難聴細胞治療への応
用

池田　勝久 院・耳鼻咽喉科学
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1,950,000

活性型・抑制型FcγRとSLAM遺
伝子異常が自己免疫疾患モデル
マウスに及ぼす影響

高崎　芳成
院・膠原病・ﾘｳﾏﾁ内

科学
1,820,000

遺伝性血管性浮腫におけるブラ
ジキニン分解酵素活性の解析と
疾患概念の確立

大澤　勲 腎臓内科学講座 2,340,000

血管新生阻害による関節リウマチ
の新規治療法の開発

1,430,000

筋萎縮性側索硬化症におけるイ
オンチャネル障害とRNA代謝障
害に関する生理学的研究

金井　数明 神経学講座 3,640,000

膵β細胞におけるメチル化酵素
Set7/9の役割 荻原　健 代謝内分泌学講座 1,690,000

2,470,000

移植脂肪幹細胞の傷害腹膜にお
ける再生誘導機序の解明 濱田　千江子 腎臓内科学講座 1,560,000

脳内酸化ストレス応答における腎
交感神経系と尿細管L-FABPの
影響

金口　泰彦 腎臓内科学講座 1,950,000

2,340,000

逆転写酵素阻害薬・エファビレン
ツは半月体形成性腎炎の新薬に
なり得るか？

清水　芳男 腎臓内科学講座 1,950,000

ポドサイトにおけるRac1が糖尿病
性腎症の発症・進展に及ぼす影
響についての検討

合田　朋仁 院・腎臓内科学 1,820,000

IgA腎症における
CX3CR1/FKN/AIM axisの役割
の解明

1,690,000

喫煙によるマウス肺組織傷害およ
び肺胞再生に関わるmicroRNAの
同定と治療応用

佐藤　匡 呼吸器内科学講座 1,820,000

上皮間葉転換(EMT)を標的とした
特発性肺線維症治療薬の新規開
発

高橋　史行 呼吸器内科学講座 1,690,000

1,300,000

機能性ディスペプシアの病態解
明/免疫―炎症―酸―消化管運
動機能異常のクロストーク

永原　章仁 消化器内科学講座 1,820,000

肝疾患とオートファジーによる細
胞内小器官分解 山科　俊平 消化器内科学講座 2,990,000

1,950,000

開胸術後遷延痛における早期治
療介入の予防効果と危険因子同
定(遺伝子多型解析含む)

高橋　良佳 麻酔・ペインクリニック 1,300,000

遺伝性血管性浮腫における自己
免疫異常の病態解明と早期診
断・治療を目指す研究

佐藤　信之 腎臓内科学講座 1,950,000

胃底腺型胃癌発生におけるWnt
系・Hedgehog系とGNAS遺伝子変
異の関与

2,470,000

心筋内中性脂肪測定法を用いた
新規運動プログラム評価法の確
立と臨床応用

島田　和典 院・循環器内科学 2,080,000

プロバイオティクスによるインスリ
ン抵抗性改善の検討 金澤　昭雄 代謝内分泌学講座 2,470,000

1,170,000

気胸検出を可能とする自作生体
音響システムの改良と災害現場
での応用

林　伸洋
救急・災害医学研究

室
650,000

成人病胎児期発症説からみた低
出生体重児増加と若年女性の健
康力に関する検討

鈴木　光幸 院・小児思春・病態学 1,820,000

頭頸部扁平上皮癌多段階発生に
おけるNiban遺伝子の機能解析 伊藤　伸 耳鼻咽喉科学講座 1,690,000
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野沢　和久 膠原病内科学講座

パーキンソン病原因遺伝子産物
によるミトコンドリア維持機構の解
明

柴　佳保里 神経学講座

IgA腎症自然発症モデルマウスを
用いた疾患感受性遺伝子の解明 堀越　哲 腎臓内科学講座

中田　純一郎 腎臓内科学講座

心臓の自己再生能力を賦活化さ
せる試み 松下　訓 心臓血管外科学講座

乳腺髄様癌における腫瘍浸潤リ
ンパ球の役割の解明 荒川　敦 人体病理病態学講座

八尾　隆史 院・人体病理病態学

アフェレシス療法でのcirculating
microRNA除去と治療応用の研究 草生　真規雄 膠原病内科学講座

DMEKインジェクターの開発 山口　昌大 眼科学講座
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2,080,000

1,560,000

脂肪細胞の褐色化における亜鉛
シグナルの役割解明 福中　彩子 代謝内分泌学講座 2,470,000

視線計測を用いた極早産児にお
ける社会的認知機能の発達的変
化に関する検討

細澤　麻里子 小児科学講座 1,430,000

細江　佳子

1,950,000

生体神経組織のマイトファジーイ
メージング法の樹立とその応用 井下　強 神経学講座 2,210,000

ヒストンH4メチル化修飾を介した
エピジェネティックな脂肪蓄積制
御機構の解明

藤井　智明 下部消化管外科学 1,040,000

2,600,000

エコードップラー法による胎生期
聴覚検査機器の開発と臨床応用 笠井　美里 耳鼻咽喉科学講座 2,210,000

筋音図を用いた嚥下機能の定量
的評価とバイオフィードバックへ
の試み

沖崎　貴子 耳鼻咽喉科学講座 1,690,000

1,690,000

ポドサイトパチーにおけるRhoファ
ミリーG蛋白質を介する形態機能
連関

長瀬　美樹
院・解剖学・生体構造

科学
2,210,000

New-timerマウスを用いた膵β細
胞成熟化機構の解明 綿田　裕孝

院・代謝内分泌内科
学

1,690,000

原発不明癌の骨転移症例に対す
る血清あるいは尿を用いた原発
巣の診断法の樹立

1,560,000

二分脊椎症における排便・排尿
障害の病態解明と新規予防・治
療法を目指した基礎研究

山高　篤行
院・小児外科・泌尿生

殖器
2,340,000

小児がん患者の身体活動能の評
価と運動指導の効果 玉一　博之 小児科学講座 1,430,000

1,950,000

難聴モデルマウス前庭の形態・機
能評価と前庭を標的とした遺伝子
導入の検討

岡田　弘子 耳鼻咽喉科学講座 1,950,000

蝸牛において予想されるTRPM4
チャンネルの特異的機能の解明 村田　潤子 耳鼻咽喉科学講座 1,820,000

2,080,000

先天性正常圧水頭症の原因遺伝
子の探索と水頭症の発現機序の
解明

宮嶋　雅一 脳神経外科学講座 1,560,000

海綿体神経損傷モデルにおける
オートファジーと神経栄養因子の
分子相互作用の解明

久末　伸一 院・泌尿器外科学 1,820,000

てんかん発作誘導が獲得するて
んかん原性と慢性炎症～てんか
ん原性を予防する脳内環境

2,210,000

改良型テロメスキャンを用いた大
腸がん血中循環癌細胞の単離・
機能解析と臨床応用

落合　匠
消外(下部消化管外

科)
3,120,000

CAGE法による新規大腸がん肺
転移マーカーの同定 栁沼　行宏

消外(下部消化管外
科)

2,340,000

2,210,000

胎児発育における母体のインスリ
ン抵抗性とリパーゼ活性の役割の
解明

平山　哲 臨床検査医学講座 2,600,000

小児周産期領域におけるESBL産
生菌の疫学およびプロバイオティ
クスによる伝播予防

久田　研 小児科学講座 1,950,000
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カルシウムポンプ異常症ダリエー
病の抗紫外線治療への試み 上條　麻弥 皮膚科学講座

腎臓内科学講座

低酸素/脳虚血負荷による神経
細胞死誘導機構の解明 砂堀　毅彦 院・神経機能構造学

ケロイド患者由来iPS細胞の樹立
－新たな創薬の開発を目指して
－

水野　博司 院・形成・再建外科学

腎臓の発生に必須なSall1蛋白の
ポドサイト障害からの回復期・再
生期における役割

齋藤　剛 人体病理病態学講座

アトピー眼症における組織線維化
とナチュラルヘルパー細胞の制
御

村上　晶 院・眼科学

細菌性中耳炎におけるｐ38による
中耳粘膜肥厚の分子制御とその
治療

古川　正幸 耳鼻咽喉科学講座

中島　円
院・脳神経外科学講

座

乳癌治療中の免疫モニタリングに
よる治療効果の予測 堀本　義哉 乳腺・内分泌外科学

消化管粘膜における免疫応答か
らみた低出生体重児に対するプ
ロバイオティクスの有用性

清水　俊明 院・小児思春・病態学
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1,300,000

1,950,000

徐放型多血小板血漿と骨伝導バ
イオマテリアル混合移植による新
規頭蓋骨再生治療法開発

清水　梓 形成外科学講座 1,950,000

糖尿病脂肪組織由来幹細胞の細
胞生物学的特性の解明 須田　俊一 形成外科学講座 1,690,000

2,210,000

好酸球性副鼻腔炎から新規同定
された真菌は炎症性サイトカイン
を分泌させる

廣津　幹夫 耳鼻咽喉科学講座 2,080,000

眼球振動計測による内視鏡下副
鼻腔手術(ESS)危険度警告システ
ムの開発

矢部　鮎美 耳鼻咽喉科学講座 1,820,000

1,560,000

変形性膝関節症に関連する滑膜
の力学的負荷応答機序における
パールカンの機能

二見　一平 整形外科学講座 2,340,000

発達期および老年期の脳内神経
伝達からみた吸入麻酔薬の影響
とその解析

菅澤　佑介 麻酔・ペインクリニック 1,040,000

大腸癌発生進展における機能性
RNAの機能解析

炎症性皮膚疾患の新規治療に向
けた皮膚炎症におけるオートファ
ジー機能解析

高木　敦 皮膚科学講座 1,300,000

ERとHER2のクロストークによる乳
癌薬物治療抵抗性機序の解明 徳田　恵美 乳腺・内分泌外科学 1,560,000

文科省

文科省

文科省

高橋　里奈 下部消化管外科学

　「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入する
こと。

　国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等
が申 請の前年度に行った研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主なも
のを記入すること。
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幹細胞と多血小板血漿の混合移
植による骨再生を目指した最適
多血小板血漿精製法の解明

田島　聖士 形成外科学講座

コネキシン２６変異を伴う遺伝性
難聴病態におけるプログラム細胞
死の解析

井下　綾子 耳鼻咽喉科学講座

抗菌ペプチドの発現抑制は黄色
ブドウ球菌による好酸球性副鼻腔
炎の誘因である

倉野　香 耳鼻咽喉科学講座

　「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助元又
は委託元を記入すること。
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Nozawa K,Fujisiro
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膠原病内科
Inhibition of rheumatoid arthritis by
blocking connective tissue growth factor.

World J
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41(3):252-257

Yoshihara N, Takagi
A, Ueno T, Ikeda S

皮膚科学講座
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佐々木信一,南條友央太,中
澤武司,木下綾子,関口康宣,
成田久美,岩崎沙奈美,飯田
美奈子,月山智美,古田あず
さ,金森由和,玉野知佐,伊藤
友美,鈴木俊介,唐島孝彰,米

精神医学講座
声帯部カポジ肉腫の生検時にキシロカイン
ショックを生じ、治療に難渋した全身性カポ
ジ肉腫合併AIDSの一例

日本エイズ学会誌
(1344-9478)16巻4
号Page606(2014.11
月)

吉田　範敏,渡辺　心,
大橋　直樹,森　義之

救急・災害医学研究室
当院における単孔式腹腔鏡下胆嚢摘出術
の検討

順天堂醫事雑誌
60(別冊2)60-
64,2014

熊谷 亮, 田島 裕
子, 阿部 美香, 宮
川 晃一, 新井 平
伊

精神医学講座
インターネットの医療情報から増悪を繰り返
した心気障害の1例

 精神医学 (0488-
1281)56巻1号 
Page39-
42(2014.01)

中村 恭子, 廣澤 正孝, 細見 
修, 山倉 文幸, 鈴木 利人, 
輪島 留美子, 久保田 陵一, 
三芳 理恵

精神医学講座

精神科リハビリテーションとしてのスポーツ
活動の有効性　歩行運動時におけるBGM
や他者との交流の有無が心理的・生理的ス
トレス反応に及ぼす影響(原著論文)

病院・地域精神医
学 (0910-4798)57
巻1号 Page81-
84,90(2014.10)

桐野 衛二 精神医学講座
非鎮静系抗精神病薬aripiprazoleと
blonanserinによる統合失調症の治療に関
する一考察

 精神科 (1347-
4790)25巻6号 
Page673-
679(2014.12)

窪田 幸久(中央公園クリニッ
ク), 木野 紀, 桐野 衛二, 佐
野 秀典, 鈴木 節夫, 高松 
康治, 寺田 誠史, 寺田 浩, 
夏苅 直己, 馬場 香

精神医学講座
統合失調症の外来治療におけるより良い
薬剤スイッチングがQOLおよびアドヒアラン
スに及ぼす影響

臨床精神薬理 
(1343-3474)17巻9
号 Page1283-
1295(2014.09)

大沼　徹 精神医学講座
"摂食障害"か？"摂食の障害"か？―中枢
性摂食障害の鑑別ポイント

消化器心身医学 
21: 7-11, 2014

高橋美妃,饗庭三代
治,櫻井貴子,坂本直
治,梁広石,津田裕士

総合診療科研究室 腸腰筋膿瘍7自験例の臨床像
江戸川医学会誌
31：76-78,2014

公文 義雄、野島 滋, 
木俣 敬仁, 小林 茂
人

総合診療科研究室
日常臨床で経験した脊椎関節炎の骨盤部
MRI病変

日本脊椎関節炎学
会誌 6巻1号 
Page83-
87(2014.10)

谷口 義典, 井上 紘輔, 藤本 
新平, 寺田 典生, 辛島 尚, 
執印 太郎, 公文 義雄, 有井 
薫, 吉永 泰彦, 小林 茂人

総合診療科研究室
膀胱癌患者におけるBCG膀胱内注入療法
後反応性関節炎の後ろ向き調査

日本脊椎関節炎学
会誌 6巻1号 
Page55-
60(2014.10)

内海 雄思, 中村 徹, 
安宅 勇人, 馬場 元, 
鈴木 利人, 新井 平
伊

精神医学講座
私のカルテから 問題行動を繰り返し院内
自殺した神経性大食症の1症例

精神医学 (0488-
1281)56巻11号 
Page981-983

桐野 衛二, 田中 昌
司, 福田 麻由子, 稲
見 理絵, 井上 令一, 
新井 平伊

精神医学講座
青年期健常者におけるdefault mode 
networkと他のネットワークとの関連に関す
るfMRIを用いた検討

日本薬物脳波学会
雑誌 (1346-
5023)15巻1号 
Page21-

玉嶋恵美、竹内かお
り、木村有太子、須
賀康

皮膚科学講座
外陰部に認めた炎症性線状疣贅状表皮母
斑の1例

第29回角化症研究
会記録集
(2014.8.2)，2014；
134-136

一宮紀子、春名邦
隆、須賀康、下村裕

皮膚科学講座
LipaseH遺伝子変異を認めた先天性乏毛
症/縮毛症の2症例

第29回角化症研究
会記録集
(2014.8.2)，2014；
138-141

小松修治、井関雅子、森田
善仁、井福正貴、込山悦子、
飯田秀雄、紺田衣里、池田
志斈、稲田英一

皮膚科学講座
ペインクリニックにおける急性・亜急性帯状
疱疹　患者の実態および治療への期待度
調査―皮膚科単独治療群との比較―

ペインクリニック，
2014；vol.35　No4

扇谷咲子、土橋人
士、平澤祐輔、大熊
慶湖、池田志斈

皮膚科学講座
妊娠に際してinfliximabを中止し
GMA/GCAPを，出産後はinfliximab再投与
を行った妊婦膿疱性乾癬の1例

日本皮膚科学会雑
誌，2014；(124)6：
1127-1133

本間由希子、石井智子、平
澤裕輔、池田志斈、赤池慶
裕、末原義之、高木辰哉、金
子和夫、斉藤剛

皮膚科学講座 粘液型脂肪肉腫の一例
Skin　Cancer、
2014；29(3)：285-
288
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林　伸洋，竹本　正
明，角　由佳，井上　
貴昭，松田　繁，岡
本　健，田中　裕

救急・災害医学研究室
会陰部杙創からの出血に対し，TAEで止血
した1例．

日本救急医学会雑
誌25: 69-74, 2014.

石原　唯史, 神薗淳
司、天本正乃、市川
光太郎

救急・災害医学研究室
蛋白漏出性胃腸を契機に診断された
Budd-Chiari症候群の小児例

日本小児救急医学
会誌 13: 395-398. 
2014

村田健介、井上貴昭、杉中
宏司、小原圭一朗、平野洋
平、福本祐一、森川美樹、角
由佳、松田繁、岡本健、田中
裕

救急・災害医学研究室
側頭骨骨折後に出現した遅発性顔面神経
麻痺の小児の1例

日本救急医学会関
東地方会雑誌，
2014：35（2）：294-
296

大山　太，吉村晶
子，嶋田淳子，小島
善和，杉田　学

救急・災害医学研究室
大規模災害での現場医療活動におけるデ
ジタル簡易無線の有用性の検討．

地域安全学会論文
集電子ジャーナル
論文 No.22, 2014

木村至、中澤有吾、
渡邉慧、海老原伸行

眼科学講座
チューブシャント手術(EX-PRESS)の治療成
績と術後合併症の検討

眼科, 2014; 
56(1):79-83

鶴田 あゆみ, 柳川 洋一, 近
藤 彰彦, 竹内 悠二, 大坂 
裕通, 大森 一彦, 林 伸洋, 
大出 靖将, 岡本 健

救急・災害医学研究室
意識障害で来院した成人T細胞白血病の
一例

日本救急医学会中
部地方会誌10:19-
21, 2014.

日域 佳, 柳川 洋一, 
近藤 彰彦, 大坂 裕
通, 大森 一彦, 大出 
靖将, 岡本 健

救急・災害医学研究室 防水スプレーにより肺水腫を形成した一例
日本救急医学会中
部地方会誌10:14-
15, 2014.

吉澤 宇一, 柳川 洋一, 大森 
一彦, 近藤 彰彦, 石川 浩
平, 大坂 裕通, 前田 浩行, 
大出 靖将, 岡本 健

救急・災害医学研究室 ナツメグ中毒の1例
日本救急医学会中
部地方会誌10:8-
10, 2014.

高度の高眼圧を示す症例に対する線維柱
体切除術併用チューブシャント手術―病理
学的検査から判明したChandler症候群―

あたらしい眼科, 
2014; 31(8):1215-
1218

臼井亜由美、木村
至、清川正敏、佐久
間俊郎、伊藤玲、海
老原伸行

眼科学講座

上林功樹、横山利幸 眼科学講座
屈折矯正および健眼遮閉下のビデオゲー
ムにより視力改善を得た成人不同視弱視の
1例

眼臨紀, 2014; 
7(8):620-622

川守田珠里、濱中輝
彦、百野伊恵

眼科学講座

敗血症に合併する中枢神経症状/sepsis 
assocated encephalopathy 〜意識障害を書
初症状とする敗血症の２例〜

 順天堂醫事雑誌
60: 74-78, 2014

武居 敦英、河野 博
之、村上 晶

眼科学講座
眼内レンズoptic capture固定法の術後長
期の屈折度数変動について

臨眼, 2014; 
68(9):1355-1361

ABLS２０１０輸液療法の変更点を見直す
熱傷 40: 26-35，
2014

血管新生緑内障を合併する重症増殖糖尿
病網膜症の治療成績と予後不良因子につ
いての検討

眼臨紀, 2014; 
7(12):928-933

石原　唯史, 松島卓
哉、神薗淳司、市川
光太郎

救急・災害医学研究室 小児痙攣に伴う高CO2血症に関する検討
日本救急医学会雑
誌25：135-140, 
2014.

井上　貴昭 救急・災害医学研究室

平野　洋平，林　伸
洋，角　由佳，井上　
貴昭，松田　繁，岡
本　健，田中　裕

救急・災害医学研究室
偶発性低体温症に合併した非閉塞性腸管
虚血症（NOMI）の1例

日本救急医学会雑
誌24: 437-42, 
2014.

井上　貴昭，中沢　武司，麻
生　恭代，成田　久美，秋田　
美佳，中村　美子，石井　
幸，佐々木　信一，田中　裕

救急・災害医学研究室 多職種ICTラウンドがもたらす効果について
日本臨床救急医学
会雑誌17：25-31, 
2014.

井上　貴昭，石川　浩平，福
本　祐一，滝沢　聡，石原　
唯史，杉中　宏司，末吉　孝
一郎，西山　和孝，大出　靖
将，角　由佳，松田　繁，岡
本　健，田中　裕

救急・災害医学研究室
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小野健一郎，有本裕
彦，大川英徳，高原　
喬，田之上俊介，清
水　昭

脳神経外科学講座
同側内頸動脈の閉塞を伴った脳出血の検
討

脳卒中  2014; 36: 
432─437

斎藤力三，飯村康
司，角田　朗，丸木　
親

脳神経外科学講座
当院で経験したダビガトラン服用患者にお
ける頭蓋内出血を伴う頭部外傷例

平成25年度リハビリ
テーション医学研
究財団研究論文・
事例報告集，2014

清水　崇，井関征
佑，大石英則，菱井
誠人

脳神経外科学講座
上矢状洞部硬膜動静脈瘻の1例：血管内治
療戦略に関する考察と教訓

脳神経外科  2014; 
42：1151─1157

清水　崇，堀中直
明，大石英則，井関
征佑，菱井誠人

脳神経外科学講座
コイル塞栓術後脳動脈瘤に対する外科治
療—特にclippabilityに関する検討—

Surg Cereb Stroke 
(Jpn) 2014; 42: 408
─413

冨田浩子，小須田茂，川口
裕之，野々山恵章，佐野信
也，古谷健一，森健太郎，山
村メイ子

脳神経外科学講座 当院における児童虐待の症例と画像診断
埼玉県医学雑誌  
2014; 49: 389─
392

渡邉慧、木村至、中
澤有吾、海老原伸行

眼科学講座
正常眼圧緑内障患者におけるタフルプロス
ト点眼液による治療成績の検討

眼臨紀, 2014; 
7(8):597-602

玉置洋、平塚義宗、
岡本悦司、熊川寿郎

眼科学講座
レセプトデータ突合による医療費増加のリ
スク因子の検討－特定健康診査における
質問表および各検査項目の分析－

厚生の指標, 2014; 
61(6):1-5

頼高 朝子, 高梨 雅
史, 平山 正昭, 中原 
登志樹, 太田 成男, 
服部 信孝.

神経学講座
パーキンソン病患者における水素水の無
作為化二重盲検試験,

運動障害 24:19-
24, 2014

飯村康司，齋藤力
三，角田　朗，丸木　
親

脳神経外科学講座
当院における一過性脳虚血発作後予後不
良例の検討 連続139症例の分析結果から

リハビリテーション
医学研究財団 研
究論文・事例報告
集  2014; 17: 5─9

井中康史，大谷直樹，西田　
翔，熊谷光祐，藤井和也，上
野英明，戸村　哲，長田秀
夫，和田孝次郎，森健太郎

脳神経外科学講座
蝶形骨縁から眼窩骨に発生したprimary 
intraosseus cavernous hemangiomaの1手術
例

脳神経外科  2014; 
42: 1051─1056

脳萎縮様の画像を呈した特発性正常圧水
頭症の4例：これまでの連続41症例を検討

Geriatric 
Neurosurgery  27, 
in press

戸村　哲，藤井和也，上野英
明，富山新太，大谷直樹，長
田秀夫，和田孝次郎，森健
太郎

脳神経外科学講座
マグネシウム溶液脳槽内投与および水素
水静脈内投与の併用療法がラットの生理的
パラメーターに及ぼす影響について

防衛医科大学校雑
誌  2014; 39: 96─
102

大谷直樹，和田孝次郎，小
林　靖，熊谷光祐，上野英
明，長田秀夫，中尾保秋，山
本拓史，森健太郎

脳神経外科学講座

大谷直樹，和田孝次郎，竹
内　誠，熊谷光祐，榊原史
啓，瀬野宗一郎，長谷公洋，
戸村　哲，長田秀夫，有本裕
彦，大川英徳，森健太郎

脳神経外科学講座
急性期脳梗塞に対する経静脈的血栓溶解
療法後に緊急STA-MCAバイパス術を要し
た症例の臨床像と治療成績

Neurosurgical 
Emergency  2013; 
18: 168─172, 
2013

屋田　修，萬代秀
樹，宮嶋雅一

脳神経外科学講座

屋田　修，萬代秀
樹，宮嶋雅一

脳神経外科学講座
脳萎縮様の画像を呈した特発性正常圧水
頭症の4例：これまでの41症例を検討

第15回日本正常圧
水頭症研究会記録
集，2014; 15

大谷直樹，高里良男，正岡
博幸，早川隆宣，八ツ繁寛，
竹内　誠，和田孝次郎，森健
太郎

脳神経外科学講座
けいれん発作にて発症した椎骨脳底動脈
閉塞症5症例の検討

Neurosurgical 
Emergency  2014; 
19: 76─81

Extradural temporopolar approachを用いた
傍鞍部脳腫瘍に対する外科的治療戦略

脳神経外科  2014; 
42: 907─916

荻原彩子、稲垣圭
司、箕輪有子、藤谷
周子、大越貴志子、
村上晶

眼科学講座
糖尿病黄斑浮腫の格子状光凝固を施行し
た部位の網膜感度の検討

あたらしい眼科, 
2014; 31(2):289-
294
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今一義,池嶋健一,渡
辺純夫

消化器内科学講座
非B非C肝癌におけるオートファジー関連
蛋白発現の変化

アルコールと医学
生物学,2014,32巻 
Page72-75

山科俊平,稲見義宏,泉光輔,
青山友則,内山明,今一義,鈴
木聡子,池嶋健一,渡辺純夫

消化器内科学講座 肝脂肪化とオートファジー機能障害
 アルコールと医学
生物学, 2014, 32巻 
Page1-3

松本紘平,上山浩也,松本健
史,赤澤陽一,中川裕太,佐々
木仁,嶋田裕慈,北條麻理子,
永原章仁,八尾隆史,渡辺純
夫

消化器内科学講座 隆起型非混在乳頭腺癌の一例

Progress of 
Digestive 
Endoscopy (1348-
9844)85巻

森健太郎，和田孝次郎，大
谷直樹，長田秀夫，戸村　
哲，山本拓二，中尾保秋

脳神経外科学講座
Extradural temporopolar approachによる未
破裂脳底動脈瘤や傍床部内頚動脈瘤の
clipping術

脳卒中の外科  
2014; 42: 116─
121

森健太郎，和田孝次郎，長
田秀夫，大谷直樹，富山新
太，戸村　哲，上野英明，藤
井和也，山本卓司，中尾保
秋

脳神経外科学講座
未破裂脳動脈瘤治療に関する新たな提案
—Keyhole clipping連続240例の手術成績か
ら—

脳卒中の外科  
2015; 43: 5─11

森永裕介，大谷直樹，西田　
翔，井中康史，木村尚平，戸
村　哲，和田孝次郎，森健太
郎

脳神経外科学講座
片側傍脳室白質に散在するenlarged 
Virchow-Robin spaceの1小児例

小児の脳神経　
2014; 39: 198─
202

和田孝次郎, 有本裕彦, 大
谷直樹, 長田秀夫, 富山新
太, 戸村　哲, 上野英雄, 藤
井和也, 長谷 公洋, 竹内　
誠, 森健太郎

脳神経外科学講座
80歳以上の症候性内頸動脈狭窄症の画像
学的，病理学的特徴および頸動脈内膜剥
離術の治療成績(原著論文)

Neurological 
Surgery (0301-
2603)  2014; 42: 
1118─1124，Dec.

和田孝次郎，大谷直樹，長
田秀夫，富山新太，戸村　
哲，上野英明，竹内　誠，長
谷公洋，藤井和也，森健太
郎

脳神経外科学講座
固着を軽減したポリウレタンラミネート加工
綿片を利用した脳表静脈および静脈洞か
らの止血

脳神経外科ジャー
ナル  2014; 23: 
589─596

脂肪性肝炎からの肝発癌過程における肝
内自然免疫系細胞の発現動態 肝細胞特
異的PTEN-KOマウスでの解析

アルコールと医学
生物学, 2014, 32巻 
Page40-44

佐藤俊輔,廿楽裕徳,
玄田拓哉

消化器内科学講座

廿楽裕徳,玄田拓哉 消化器内科学講座 SVR後の肝発癌
肝胆膵69:883-
888，2014

宮地隆史,池嶋健一,
細谷聡子,新井久美
子,今一義,山科俊平,
渡辺純夫

消化器内科学講座

硬膜外前床突起切除と視神経管開放によ
り著明な視力改善が得られた外傷性視神
経損傷の1手術例

脳神経外科  2014; 
42: 1035─1038

高嶋志在,池嶋健一,
細谷聡子,今一義,山
科俊平,渡辺純夫

消化器内科学講座
グリシンによる肥満・2型糖尿病モデルKK-
Ayマウスの脂肪性肝炎発症・進展抑制

 アルコールと医学
生物学, 2014, 32巻 
Page60-64

和田孝次郎，熊谷光祐，大
谷直樹，長田秀夫，富山新
太，戸村　哲，上野英明，竹
内　誠，長谷公洋，藤井和
也，森健太郎

脳神経外科学講座
超音波凝固切開装置（ハーモニックスカル
ペル®）を用いた頸動脈内膜切除術の安全
性と有用性

Neurosonology  
2014; 26: 94─97

中島　円 脳神経外科学講座

AKR1B10
日本臨床 73:394-
397，2015

中島　円，宮嶋雅
一，荻野郁子，土門
直子，秋葉ちひろ，
菅野秀宣，新井　一

脳神経外科学講座
当施設でのSTRATA NSC可変式バルブと
細径腹腔側カテーテルを用いたiNPH 60例
のLPシャント短期成績

Geriatric 
Neurosurgery  
2014; 26: 109─
114

西田　翔，大谷直樹，井中康
史，森永裕介，木村尚平，戸
村　哲，長田秀夫，播本幸
三，竹内 大，和田孝次郎，森
健太郎

脳神経外科学講座

美山真崇，大谷直樹，井中
康史，西田　翔，熊谷光祐，
藤井和也，戸村　哲，長田秀
夫，和田孝次郎，森健太郎

脳神経外科学講座
破裂中大脳動脈瘤による血腫型重症くも膜
下出血に対する外減圧術を併用した当院
における治療成績

防衛医大雑誌  
2014; 39: 197─
202

特発性正常圧水頭症は髄液シャント治療
によりシスタチンCが増加し，可溶性アミロイ
ドβ凝集体生成に抑制的に働く

未病と抗老化  
2014; 23: in press
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南條友央太 呼吸器内科学講座 コリスチンの抗エンドトキシン作用
検査と技術、2014；
42（4）：292-294

伊藤潤, 粒来崇博, 熱田了, 
渡井健太郎, 福原正憲, 林
浩昭, 南崇史, 谷本英則, 押
方智也子, 関谷潔史, 釣木
澤尚実, 福富友馬, 原田紀
宏, 前田裕二, 森晶夫, 長谷

呼吸器内科学講座
本邦における呼気一酸化窒素濃度の機種
差検討．オフライン法，NO breath®の比
較．

アレルギー 　2014：
63(9):1241-1249,

井上貴昭, 中澤武司, 麻生
恭代, 成田久美, 秋田美佳, 
中村美子, 石井 幸, 佐々木
信一, 田中 裕

呼吸器内科学講座 多職種ICTラウンドがもたらす効果について
日臨救医会誌
2014；17: 25-31

磯部 全, 佐々木信
一, 吉岡泰子, 富永 
滋, 折居美波, 前野 
敏孝.

呼吸器内科学講座
長期にわたる副鼻腔気管支症候群の経過
観察中に，MPO-ANCA関連血管炎を合併
した1例

日本呼吸器学会雑
誌 2014; 3: 270-5

磯部 全, 佐々木信
一, 神戸将彦, 相澤
智弘, 原健一郎, 前
野敏孝.

呼吸器内科学講座
喀血を主訴とし，びまん性肺胞出血との鑑
別を要した気管気管支骨軟骨形成症の1
例

気管支学  2014；
36: 73-7

青山友則,内山明,柳沼礼子,
福原京子,今一義,山科俊平,
鈴木聡子,池嶋健一,渡辺純
夫,デービット・ブレナー

消化器内科学講座
肝星細胞におけるSOD1とNADPHオキシ
ダーゼ(NOX)の相互関係とROS産生

アルコールと医学
生物学,2014, 32巻 
Page56-59

赤澤陽一,上山浩也,永原章
仁,中川裕太,松本紘平,稲見
義宏,松本健史,今一義,八尾
隆史,渡辺純夫

消化器内科学講座
CT gastrographyが診断に有用であった多
発性胃粘膜下腫瘍の1例

日本消化器病学会
雑誌(0446-
6586)111巻10号, 
Page1968-

小細胞肺癌の肝転移病巣自然破裂による
腹腔内出血を来した1剖検例．

日本胸部臨床 , 
2014；73(10):1256-
1263

苦瓜夏希，安藤克
利，佐藤弘一，山本
章人，高橋和久

呼吸器内科学講座

桂 蓉子, 熱田 了, 原田 園
子, 松野 圭, 春日 文子, 糸
魚川 幸成, 石森 絢子, 牧野 
文彦, 伊藤 潤, 長島 修, 梶
山 雄一郎, 原田 紀宏, 高橋 
和久

呼吸器内科学講座
FOT(Forced Oscillation technique)を用い
た気道可逆性の検討

臨床呼吸生理 ，
2014；46:23-26

藤川貴浩，長濱久
美，南方邦彦，小幡
賢一，田村尚亮，高
橋和久

呼吸器内科学講座

腹水を契機に発見された直腸肛門部悪性
黒色腫の1例

Progress of 
Digestive 
Endoscopy (1348-
9844)84巻1号 

飛野 和則, 芳賀 高
浩, 栗原 正利, 熊坂 
利夫, 瀬山 邦明．

呼吸器内科学講座
【ブラ・気胸の診断と読影】 女性気胸の胸
部CT画像所見の検討．

日本気胸・嚢胞性
肺疾患学会雑誌，
2014； 14;30-34

関谷充晃, 市川昌子, 
村木慶子, 鈴木洋平, 
植草利公, 高橋和久

呼吸器内科学講座
結核性胸膜炎の治療開始後に浸潤影を認
め、気管支鏡検査で初期悪化が疑われた1
例

日本呼吸器学会誌 
，2014；3(1):116-
120

太田一樹.三好由里子.横須
賀路子.平井三鈴.橋本周太
郎.小島拓人.宮本彰俊.林康
博.小林修.黒田寛之.渡辺純
夫.

消化器内科学講座

肝細胞癌発症と同時期に高齢発症のルー
プス胸膜炎が疑われた1例．

日本呼吸器学会
誌，, 2014； 
3(1):89-92

平井三鈴.小林修.横須賀路
子.三好由里子.橋本周太郎.
小島拓人.宮本彰俊.林康博.
太田一樹.黒田寛之.渡辺純
夫.

消化器内科学講座
カプセル内視鏡が診断に有効であった日
本海裂頭条虫症の1例.

Progress of 
Digestive 
Endoscopy84,1,128
-129,

別府加寿子,坂本直人,武田
武史,磯野彩,山本悠子,石井
重登,小谷知弘,水井智和,猪
狩功遺,折笠英紀,渡辺純夫

消化器内科学講座

松森理枝，代田浩之 循環器内科学講座
糖尿病に合併した冠動脈疾患の2次予防
戦略

糖尿病合併症 　28
巻1号57　2014

倉本崇光,加藤順子,染谷秀
忍,谷口源太郎,伊藤智康,村
上敬,東原良恵,内山明,長田
太郎,永原章仁,荻原達雄,八
尾隆史,渡辺純夫

消化器内科学講座
5年間の形態変化を観察し得た粘膜下腫
瘍様胃癌の1例

 Progress of 
Digestive 
Endoscopy, 
2014,84巻1号 

サプリメント内服により食道潰瘍を生じた1
例.

Progress of 
Digestive 
Endoscopy84,1,66-
67,
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尾﨑理恵、黒田恵司、北出
真理、熊切順、地主誠、新城
梓、加藤紀子、池本裕子、板
垣和子、竹田省

産婦人科学講座
当院の単一胚移植における分割遅延胚も
しくは形態学的不良胚移植後の妊娠率の
検討

日本受精着床学会
雑誌　2015年32巻
（1）

牧野真太郎、竹田省 産婦人科学講座
産科出血に対するIVR IVRによる止血と問
題点

 日本周産期・新生
児医学会雑誌, 
2014;50(1):11-13

牧野 真太郎, 依藤 
崇志, 輿石 太郎, 木
下 二宣, 関 博之, 竹
田 省

産婦人科学講座 帝王切開瘢痕部妊娠の取り扱い
 日本産婦人科・新
生児血液学会誌, 
2014;23(2) :41-46

牧野 真太郎, 平井 千裕, 依
藤 崇志, 斎藤 知見, 山本 
祐華, 岩田 陸, 木下 二宣, 
関 博之, 竹田 省

産婦人科学講座 産科的立場からの降圧管理
 日本妊娠高血圧
学会雑誌 , 2014; 
20: 37-41

吉田惠美子,　藤原里紗,　石
田ゆり,　大野基晴,　松井泰
佳奈,菅沼牧知子,　田中沙
織,　田中利隆,　田口雄史,　
三橋直樹

産婦人科学講座
当院で経験した周産期心筋症の４症例とそ
の予後の検討

日本周産期新生児
学会　投稿中

飛野 和則, 芳賀 高
浩, 栗原 正利, 熊坂 
利夫, 瀬山 邦明．

呼吸器内科学講座
【ブラ・気胸の診断と読影】 女性気胸の胸
部CT画像所見の検討．

日本気胸・嚢胞性
肺疾患学会雑誌 
2014:14;30-34.

宇都宮一典, 川浪大治, 加
来浩平, 寺内康夫, 戸邉一
之, 谷澤幸生, 荒木栄一, 綿
田裕孝, 岩本安彦, 菅波秀
規, 渡邊大丞

代謝内分泌学講座

選択的SGLT2阻害薬トホグリフロジンの腎
機能別に見る有効性と安全性の検討～国
内治験の併合データを用いたサブグルー
プ解析～

医薬ジャーナル, 
50: 36-45, 2014

加来浩平, 谷澤幸生, 荒木
栄一, 綿田裕孝, 岩本安彦, 
宇都宮一典, 寺内康夫, 戸
邉一之, 池田勧夫, 菅波秀
規, 渡邊大丞, 前田肇

代謝内分泌学講座

 選択的SGLT2阻害薬トホグリフロジンの臨
床第Ⅲ相4試験を用いた安全性の検討～
国内治験の併合データを用いた部分集団
解析～

医薬ジャーナル, 
50: 6-13, 2014

岩本安彦, 加来浩平, 宇都
宮一典, 寺内康夫, 戸邉一
之, 谷澤幸生, 荒木栄一, 綿
田裕孝, 渡邊大丞, 菅波秀
規

代謝内分泌学講座

選択的SGLT2阻害薬トホグリフロジンの年
齢別に見る有効性と安全性の検討～国内
治験の併合データを用いた部分集団解析
～

医薬ジャーナル, 
50: 14-24, 2014

戸邉一之, 加来浩平, 谷澤
幸生, 荒木栄一, 綿田裕孝, 
岩本安彦, 宇都宮一典, 寺
内康夫, 渡邊大丞, 菅波秀
規

代謝内分泌学講座

選択的SGLT2阻害薬トホグリフロジンの肥
満度別に見る有効性と安全性の検討～国
内治験の併合データを用いた部分集団解
析～

医薬ジャーナル, 
50: 25-35, 2014

金田容秀、氏平崇文、藤野
一成、木村美葵、楠木総司、
寺尾泰久、北出真理、板倉
敦夫、竹田省

産婦人科学講座

当科で経験した精神疾患合併妊娠の母
体・新生児予後と地域医療における役割分
担について．

埼玉産科婦人科学
会雑誌2014; 44: 
154-158

篠原　三津子、堀澤　信、地
主　誠、北出　真理、熊切　
順、黒田　恵司、尾崎　理
恵、新城　梓、竹田　省

産婦人科学講座
エンドカメレオン®を用いた腹腔鏡下卵巣
嚢腫摘出術
8例の検討

東京産科婦人科学
会会誌、2015；64
（1）：16-19

濱田 千江子, 片岩 純人, 合
田 朋仁, 井尾 浩章, 淺沼 
克彦, 青木 竜弥, 富野 康日
己

腎臓内科学講座

分葉状頸管腺過形成に対し腹腔鏡下子宮
全摘出術を行い術後最小偏倚型粘液性腺
癌と診断した1例

東京産科婦人科学
会会誌, 2015；
64(5): 246-252

瀬戸さち恵, 岡垣竜吾, 鈴木
元晴, 菊地 真理子, 三木明
徳, 荒木 隆一郎, 板倉 敦
夫, 石原 理

産婦人科学講座 産科異常出血における凝固異常の発生
日本産婦人科・新
生児血液学会誌．
2014; 23: 81-88

新澤麗、三木明徳、
難波聡、鈴木元晴、
亀井良政、石原理、
板倉敦夫．

産婦人科学講座

菊地 盤 産婦人科学講座
クリニカルカンファレンス　Subspecialtyを越
えて(腫瘍・生殖)　がん治療前の未受精卵・
卵巣組織保存

日本産科婦人科学
会雑誌(0300-
9165)66巻9号 
Page2085-

齊藤大祐, 遅野井雄
介, 杉本大介, 佐藤
文彦

代謝内分泌学講座
原因の鑑別に苦慮した甲状腺中毒症の1
例

順天堂醫事雑誌, 
60: 66-68, 2014

保存期慢性腎臓病患者におけるAST-
120(クレメジン)服薬サポートプログラムの効
果　アドヒアランスの改善にむけて

Nephrology 
Frontier(1346-
9630)13巻1号 
Page96-103
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田中 勝, 渡邊 直紀, 
青田 泰雄, 安藤 純, 
後藤 明彦, 小松 則
夫

内科学血液学講座
化学療法後にAeromonas hydrophilaによる
敗血症性ショックと壊死性筋膜炎を発症し
た肝硬変合併マントル細胞リンパ腫

 臨床血液, 2014; 
55(12): 2433-2436

佐藤裕哉*，佐藤 
健，原田結花，嶋本
浩子，原憲行，原田
浩徳，大瀧 慈，田代 
聡

内科学血液学講座
原爆・被ばく関連資料データベース(新聞
記事)のテキスト解析の試み

広島医学, 2014; 
67(4): 406-409

青田 泰雄, 坂井 暢
子, 横山 智央, 北川 
尚之, 後藤 明彦, 松
林 純, 黒田 雅彦, 櫻
井 道雄

内科学血液学講座
血小板減少で発症しIgG4関連多臓器リン
パ増殖性疾患類似の所見を呈した免疫血
管芽球性T細胞リンパ腫

老年者造血器疾患
研究会会誌, 2014; 
23: 7-11

新島新一. 小児科学講座 乳幼児神経発達のチェックポイント.
山口県小児科医会
会報 26:81-2.

牧原 夏子, 蝦名 康彦, 山崎 
友維, 生橋 義之, 松岡 正
造, 前田 哲雄, 川上 史, 山
田 秀人

産婦人科学講座
卵巣奇形腫における悪性転化の術前予測
についての検討

日本産科婦人科内
視鏡学会雑誌30
（1）P112-116. 2014

蝦名 康彦, 山崎 友維, 白川 
得朗, 牧原 夏子, 宮原 義
也, 新谷 潔, 中林 幸士, 松
岡 正造, 上中 建, 横田 一
郎, 苅田 典生, 田中 惠子, 
山田 秀人.

産婦人科学講座
卵巣奇形腫に対して発症早期に腹腔鏡手
術を施行し経過良好であった抗NMDAR抗
体関連脳炎の1症例

日本産科婦人科内
視鏡学会雑誌29
（2） P469-474. 
2014

中原万里子 産婦人科学講座 静脈内平滑筋腫症の1例
日産婦東京会誌
2014；63：527-532

今野 秀洋, 田嶋 敦, 矢田 
昌太郎, 平崎 真由子, 鈴木 
千賀子, 加藤 英二, 後藤 俊
二, 南 宏次郎, 野島 美知
夫, 吉田 幸洋

産婦人科学講座
医学の窓　妊娠中の旅行に関する危険性
について　東京近郊にある巨大テーマパー
クからの産科緊急受診に関する検討より

千葉県医師会雑誌　
66巻　303-308 
2014

池野 洋平，有井 大
介，中島 博史，室岡 
邦彦，野島 美知夫，
木所 昭夫

産婦人科学講座
閉鎖式薬物混合システムを使用したシクロ
ホスファミドの調整時間短縮とコスト節減へ
の検証

癌と化学療法　41
巻　611-615 2014

栄養血管の捻転を契機に診断された
Parasitic Leiomyomaの1例

埼玉産科婦人科学
会雑誌 44巻113-
116  2014

高水 藍, 鈴木 千賀子, 小田 
理沙子, 伊藤 陽介, 酒井 華
乃, 長井 咲樹, 加藤 紀子, 
濱村 憲祐, 平崎 真由子, 上
山 和也, 窪 麻由美, 白井 
洋平, 田嶋 敦, 野島 美知

産婦人科学講座

菊地 盤 産婦人科学講座
クリニカルカンファレンス　Subspecialtyを越
えて(腫瘍・生殖)　がん治療前の未受精卵・
卵巣組織保存

日本産科婦人科学
会雑誌66巻2085-
2088　2014

國見 聡子, 糸賀 知子, 青井 
裕美, 関根 花栄, 山田 敦
子, 小泉 朱里, 石黒 共人, 
須賀 新, 西岡 暢子, 高瀬 
優, 岡田 基

産婦人科学講座

妊娠初期に円錐切除術を施行し、分娩後
18ヵ月で子宮留血腫となった1例

 東京産科婦人科
学会会誌63（4）
P609-612, 2014

伊熊 慎一郎、田中い
づみ、山口貴史、御
木多美登、永吉　
基、田中　温、竹田　
省

産婦人科学講座
クロミフェン抵抗性の多嚢胞性卵巣症候群
(PCOS)に対するグリスリンサプリメントの排
卵誘発効果の検討

産婦人科の実際 
2017年07月号(63
巻 07号)

長井 咲樹, 白井 洋平, 窪 
麻由美, 鈴木 千賀子, 田嶋 
敦, 野島 美知夫, 吉田 幸洋

産婦人科学講座
高齢者に発症したことから診断に苦慮した
子宮筋腫茎捻転の一例

千葉県産科婦人科
医学会雑誌　８巻　
27-31 2014

転移をきたした進行子宮体癌の4症例
千葉県産科婦人科
医学会雑誌　8巻 
18-22 2014

阿部 弥生, 太田 剛志, 佐野 
靖子, 塩澤 正之, 坂本 昇
子, 藤岡 志水, 菅 直子, 田
中 里美, 矢田 昌太郎, 永田 
理恵, 長野 宏史, 桜井 明
弘, 荻島 大貴

産婦人科学講座
当院における単孔式腹腔鏡手術導入の試
み　SILSTM Port、GelPOINT、EZアクセス、
グローブ法の4方法を用いた比較検討

 日本産科婦人科
内視鏡学会雑誌. 
30(1) P159-163, 
2014

佐藤 杏奈, 太田 剛志, 北川 
友香梨, 松田 祐子, 坂本 昇
子, 田中 里美, 矢田 昌太
郎, 杉森 弥生, 永田 理恵, 
荻島 大貴

産婦人科学講座

新井 友香梨, 阿部 弥生, 村
田 佳菜子, 佐野 靖子, 藤岡 
志水, 坂本 昇子, 菅 直子, 
田中 里美, 矢田 昌太郎, 永
田 理恵, 太田 剛志, 荻島 
大貴, 小倉 加奈子, 松本 俊

産婦人科学講座 子宮体部に発生した脂肪肉腫の1例
 東京産科婦人科
学会会誌63（1）
P168-172, 2014.
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中野聡，時田章史，
鈴木光幸，田中敏
博，松原知代，清水
俊明.

小児科学講座
B型インフルエンザウイルスに対する抗イン
フルエンザ薬の薬剤感受性と臨床経過の
検討.

外来小児科 
17:370-4.

小林真紀，菅沼広
樹，毎熊敦子，大川
夏紀，東海林宏道，
清水俊明.

小児科学講座
硫酸マグネシウムによる低血圧をイオン化
マグネシウム測定で評価した超低出生体重
児例.

日本周産期・新生
児医学会雑誌
50:1332-5.

櫻谷浩志，遠藤周，
西崎直人，平野大
志，染谷朋之介，清
水俊明.

小児科学講座
早産・超低出生体重が主因と考えられた慢
性腎疾患の1例.

小児科診療 
77:1851-4.

櫻谷浩志，李翼，木
下恵司，池田均.

小児科学講座 急性胃軸捻転症の2幼児例.
越谷市立病院病院
年報 38:101-3.

櫻谷浩志，遠藤周，
塚田端葉，村野弥
生，染谷朋之介，大
友義之，清水俊明.

小児科学講座
1歳4ヵ月で二次性偽性低アルドステロン症
を来たした男児例.

日本小児腎不全学
会雑誌 34：304-6.

森下むつみ，山口里恵，林
麻貴，鈴木有里，辻脇篤志，
五十嵐麻依子，内藤朋巳，
福嶋恵，有井直人，大山昇
一.

小児科学講座
5年間に結核を疑われて受診した小児53例
の検討.

日本小児科学会埼
玉地方会ニュース
レター 35

大日方薫. 小児科学講座 発熱，下痢，せん妄を主訴とした5歳男児.
小児科診療 
77:503-6.

腹部コンパートメント症候群を呈し腎代替
療法を要した神経芽腫の1女児例.

日本小児腎不全学
会雑誌 34:130-2.

清水ゆう，大野香奈，本庄明
日香，稲毛英介，神保圭佑，
春名英典，齊藤俊，清水俊
明.

小児科学講座

山田哲史，原太一，
仲川真由，漆原康
子，田川雅子，村上
仁彦，藤永周一郎.

小児科学講座
アセトアミノフェンに対するDLST陽性が判
明した難治性尿細管間質性腎炎の14歳男
児例.

日本小児腎不全学
会雑誌 34:125-7.

漆原康子，原太一，
山田哲史，藤永周一
郎，内田広夫，康勝
好.

小児科学講座

乳児期早期より卵黄レシチン投与を行った
Smith-Lemli-Opitz症候群の１例.

日本小児栄養消化
器肝臓学会雑誌 
28:17-21.

中野聡，松原知代，
大日方薫，清水俊
明，木村有太子，須
賀康.

小児科学講座 特異な皮疹がみられた川崎病の6歳女児.
日本小児皮膚科学
会雑誌 33:29-34.

江原佳奈，中野聡，
原聡，大日方薫，須
賀康.

小児科学講座
パリビズマブ筋肉注射後に著明な皮下腫
瘍を認めた9か月男児例.

日本小児皮膚科学
会雑誌 33:41-4.

松田正，志方出，長野省吾，
小関圭子，津田正晴，市川
正裕，深澤哲，師保之，大山
昇一，横谷進，高木英行，横
山純好，奥村秀定，富樫武
弘.

小児科学講座

セレスタミン®長期内服により医原性クッシ
ング症候群をきたした1例.

東京小児科医会報 
33:90-4.

清澤伸幸，大山昇
一，横谷進.

小児科学講座
内科系20領域における診療報酬上の課
題、小児関連委員会.

日本内科学会雑誌 
103:3067-70.

積田綾子，大日方
薫，金子堅一郎，清
水俊明.

小児科学講座

細澤麻里子，田中恭
子.

小児科学講座
視線計測を用いた早産児における社会的
認知機能の評価（中間報告）.

発達研究　28:175-
80.

大日方薫. 小児科学講座
発熱と皮疹，多発性骨病変を認めた1歳女
児.

小児科診療 
77:519-22.

平成25年度診療所小児科の医業経営実態
調査（ダイジェスト版）.

日本小児科医会報 
47:203-4.
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吉川晶子, 田邉豊, 
川口慎憲, 結城法子, 
高山美紀, 中村尊子

麻酔科学ペインクリニック
腰神経根ブロックが著効した難治性疼痛併
発の腓骨神経麻痺症例

慢性疼痛 
2014;33(1): 105-
108

杉田萌, 長谷川理恵, 
会田記章, 勝田陽介, 
斉藤理恵, 高橋良佳, 
榎本達也, 井関雅子

麻酔科学ペインクリニック
 Limited duration-SCSの効果が一時的で
あり運動療法の継続が有効であったCRPS
様帯状疱疹痛の1症例

慢性疼痛 
2014;33(1): 153-7

森島史織, 酒井宏明, 
岡崎敦

麻酔科学ペインクリニック
 収縮性心膜炎に対する心膜切除後に右
室機能の改善に伴い左室拡張障害が顕在
化した透析患者の麻酔管理経験

麻酔 2014;63(2): 
175-179

今井美奈，松本園
子，堤祐介，光畑裕
正

麻酔科学ペインクリニック
難治性疼痛に対する四逆散加味方の治療
経験

日本東洋医学雑誌　
2014;65：115-23

石橋千佳、堀口逸
子、角倉弘行、稲田
英一

麻酔科学ペインクリニック
分娩歴別、年齢別の出産体験満足度と母
性意識について−Web調査における3歳未
満の児を持つ母親を対象に−

厚生の指標 2014; 
61(15): 8-14

五十嵐麻依子，井福真友
美，竹内祥子，齊藤暢知，内
藤朋巳，及川奈央，福嶋恵，
大山昇一.

小児科学講座
入院加療を要した肺炎マイコプラズマ感染
症患者の後方視的検討.

小児科診療 
77:1083-7.

石橋千佳、堀口逸
子、角倉弘行、稲田
英一

麻酔科学ペインクリニック
無痛分娩を選択した女性の出産満足度と
母性意識について：ウェブ調査における3
歳未満の児をもつ母親を対象に

麻酔　2014；63：
1306-13

迫田厚志, 伊熊慎一
郎, 馬場万里子, 佐
藤正規, 角倉弘行

麻酔科学ペインクリニック
2010年度に行われた緊急帝王切開197症
例のNICE分類による総括

麻酔 2014；63(12): 
1339-1343

小川節郎, 内田英二, 紺野
愼一, 井関雅子, 山口重樹, 
肥後成人, 南秀尚, 大川宏
司, 大高邦章

麻酔科学ペインクリニック
HFT-290の帯状疱疹後神経痛, 慢性腰痛
および変形性関節症を対象としたランダム
化二重盲検試験

臨床医薬 2014；
30(12): 1111-26

水野 樹, 山本 哲, 横
山武志, 有田英子, 
花岡一雄

麻酔科学ペインクリニック

水野 樹, 難波 力, 高
橋 徹

麻酔科学ペインクリニック
圧力分布測定システムBIG-MAT®を用い
た砕石位支脚器に接する腓骨神経走行部
位における外圧力測定

麻酔 ,2014; 63(10): 
1167-1171

 オキシコドン注を使用した在宅ターミナル
患者31例の検討

癌と化学療法 
2014；41(11): 
1397-1400

水野 樹, 飯島聡美 麻酔科学ペインクリニック
市販の瞬間接着剤塗布による歯の破折片
接着後の歯痛の変化

ペインクリニック  
2014;35(1): 111-
113

杉田萌, 長谷川理恵, 
会田記章, 勝田陽介, 
斉藤理恵, 高橋良佳, 
榎本達也, 井関雅子

麻酔科学ペインクリニック

血清ラテックス特異的IgE抗体価陰性にも
かかわらずラテックスアレルギー症状を呈し
た手術部新人看護師の1症例

臨床麻酔  2014; 
38(4): 673-675

中村かんな, 松本園
子, 原厚子, 榎本達
也, 光畑裕正

麻酔科学ペインクリニック
 後仙腸靱帯ブロックにおける超音波診断
装置の有用性

麻酔 2014；63(12): 
1324-1328

佐々木翼、川越いづ
み

麻酔科学ペインクリニック

菅澤佑介, 榎本達也, 
松本園子, 飯田史絵, 
原 厚子, 光畑裕正

麻酔科学ペインクリニック 加味帰脾湯の慢性痛に対する効果
痛みと漢方, 2014; 
24: 52-56

小川節郎, 内田英二, 紺野
愼一, 井関雅子, 山口重樹, 
肥後成人, 南秀尚, 大川宏
司, 大高邦章

麻酔科学ペインクリニック
 HFT-290の非がん性慢性疼痛を対象とし
た長期投与試験

臨床医薬 2014；
30(12): 1127-43

 Limited duration-SCSの効果が一時的で
あり運動療法の継続が有効であったCRPS
様帯状疱疹痛の1症例

慢性疼痛 2014；
33(1): 153-157
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横山泰孝 心臓血管外科学講座
困難に挑戦することで未来の扉が開かれる
（下）

秀明通信　医療講
演会，2014年10月：
16-19

榊原直樹，神作　
麗，島袋高志，山岡
啓信，天野　篤

心臓血管外科学講座
大伏在静脈起始部拡大に対する血管内
レーザー焼灼術の治療戦略

日本血管内治療学
会誌，2014；15(1)：
60-65

パルスレーザーによる血管内焼灼術の進
歩

脈管学，2014；54：
185–192

齋藤洋輔，丹原圭一 心臓血管外科学講座
ハイリスクな高齢者に発症した下行大動脈
瘤切迫破裂の１例

順天堂醫事雑誌，
2014；60：79-81

左肺全摘除術後2ヶ月でBenign Emptying 
of the Postpneumonectomy Space (BEPS) 
を認めた1例

肺癌, 2014; 54: 
141-145

西森友則，斉藤菜奈，立石
由美子，杉本富士美，佐々
木智子，益子健康，井上大
輔，谷藤泰正

麻酔科学ペインクリニック
医療環境における臭気調査と大豆来由消
臭剤の効果

日本健康科学学会
誌　Health Science 
2014;(1):117-121

松木美貴，竹村浩之，上野　
剛，脇田　満，久野　豊，堀
井　隆，田部陽子，大坂顯通

臨床検査医学講座

榊原直樹，神作　
麗，山岡啓信，明石
浩和，天野　篤

心臓血管外科学講座

尿ケトン体改良試験紙法の特異性に関す
る評価

医学検査，2014; 
63(5): 586-589

山口惠三，石井良和，舘田
一博，岩田守弘，渡邉直樹，
品川雅明，萱場広之，木村
正彦，諏訪部章，賀来満夫，
阿部裕子，金光敬二，谷口
信行，村上正巳，前崎繁文，

臨床検査医学講座
Meropenemを含む各種注射用抗菌薬に対
する2012年臨床分離株の感受性サーベイ
ランス．

The Japanese 
Journal of 
Antibiotics, 2014; 
67(2): 73-107

カバードステントにて止血した食道癌放射
線化学療法後頸部大血管破綻の2例

 IVR: Interventional 
Radiology，2014；29
（2）：153-156

石崎陽一、川崎誠治 肝胆膵外科学講座
PBC：診断と治療の進歩 (6)PBCに対する
肝移植治療

臨床消化器内科　
29(11), 1507-13,  
2014

Heart，2014年6月
号

横山泰孝

上野泰康, 服部有俊, 
阪野孝充, 鈴木健司

加藤倫子 心臓血管外科学講座
解くとポイントが見えてくる！はじめての心
不全ドリル４５　急性期編

HEART nursing，
2014年9月号

呼吸器外科学講座

横山泰孝，森田照正 心臓血管外科学講座 MIDCABの術前3D-CTナビゲーション
インナービジョン，
2014年4月：66-67

心臓血管外科学講座
困難に挑戦することで未来の扉が開かれる
（上）

秀明通信　医療講
演会，2014年9月：
6-9

加藤倫子 心臓血管外科学講座 循環器疾患の薬　急性心不全

齋藤理恵，木村 信
康, 井関 雅子, 増田 
豊, 宮崎 東洋

麻酔科学ペインクリニック
第1仙骨神経(S1)の走行と後仙骨孔の位置
についての検討　S1神経根ブロックの1指
標として．

ペインクリニック　
2014..35:1201-
1207.

石崎陽一、川崎誠治 肝胆膵外科学講座
肝細胞癌に対する治療　-腹腔鏡下肝切除
-

Hepatology 
Practiceシリーズ５
巻　肝癌診療を極
める． 金子周一、

柘植 大輔, 白石 昭
彦, 井上 達朗, 堀田 
昭博, 山城 雄貴, 鈴
木 一廣, 梶山 美明, 
桑鶴 良平

上部消化管外科学講座

小松 修治, 井関 雅子, 森田 
善仁, 井福 正貴, 込山 悦
子, 飯田 秀雄, 紺田 衣里, 
池田 志斈, 稲田 英一

麻酔科学ペインクリニック
ペインクリニックにおける急性・亜急性帯状
疱疹患者の実態および治療への期待度調
査-皮膚科単独治療群との比較-.

ペインクリニッ
ク.2014.35:489-
496,.
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金澤博明, 丸山祐一
郎, 大沢亜紀, 吉田
圭一, 金子和夫

整形外科学講座
NexGen LPS-Flex人工膝関節全置換術後
の中期成績―客観的＆患者立脚型評価で
の検討

金澤博明, 丸山祐
一郎, 大沢亜紀, 吉
田圭一, 金子和夫

栗原大聖、馬場智
規、本間康弘、松本
幹生, 湯浅崇仁, 小
川晴規、金子和夫

整形外科学講座
Dual Mobility CupとDirect anterior 
ApproachによるTHA脱臼予防

栗原大聖、馬場智
規、本間康弘、松
本幹生, 湯浅崇仁, 
小川晴規、金子和

内科 (0022-
1961)113巻6号 
Page1170-
1171(2014.06)

濟陽寛子，連利博，
矢内俊裕，松田諭，
川上肇，平井みさ
子，藤木豊

日小外会誌　第
50巻6号2014.10
月pp1017-1021

携帯電話のメールを利用した便色カ
ラーカードによる
胆道閉鎖症スクリーニング

河野春奈、堀江重郎 泌尿器科学講座
【腎臓病のすべて】 腎臓病各論　診断とエ
ビデンスに基づいた治療　多発性嚢胞腎の
診断と最新の治療(解説/特集)

医学のあゆみ 
(0039-2359)249巻9
号 Page835-
839(2014.05)

河野春奈、堀江重郎 泌尿器科学講座

Clinical nephrology　腎不全 ADPKDの新
たな治療(解説)
河野春奈、堀江重郎

Annual Review腎臓 
2014巻 Page251-
256(2014.01)

石井　義之 泌尿器科学講座
内分泌・化学療法後直腸浸潤により再発
し、骨盤内全摘術を施行した、扁平上皮癌
への分化を伴う前立腺癌の1例

泌尿器外科、2014；
27（10）、1715～
1719

松木美貴、竹村浩
之、上野剛、脇田
満、久野豊、堀井
隆、田部陽子、大坂
顯通

輸血学講座
尿ケトン体改良試験紙法の特異性に関す
る評価．

医学検査、63：586-
588、2014

市原理司，原章，楠
瀬浩一

整形外科学講座
当院における橈骨遠位端骨折に合併した
尺骨茎状突起骨折の臨床成績

市原理司，原章，
楠瀬浩一

乾哲也, 馬場智規, 
小林英生, 本間康弘, 
金子和夫, 諸橋達

整形外科学講座
新体操選手に比較的軽微な外傷で発症し
た大腿骨頸基部骨折の1例.

乾哲也, 馬場智規, 
小林英生, 本間康
弘, 金子和夫, 諸橋
達

金栄智, 馬場智規, 
金子和夫

整形外科学講座
チタン製髄内釘の屈曲変形を生じた大腿
骨骨幹部骨折後再骨折.

金栄智, 馬場智規, 
金子和夫

内野小百合,　 馬場
智規,　本間康弘,　松
本幹生,　坂本優子,　
野沢雅彦,　金子和
夫

整形外科学講座
末端肥大症に伴う変形性股関節症に対す
る人工股関節全置換術.

内野小百合,　 馬場
智規,　本間康弘,　
松本幹生,　坂本優
子,　野沢雅彦,　金

大沢 亜紀, 吉田 圭
一, 五味 基央, 青木 
浩平, 金澤 博明, 丸
山 祐一郎, 金子 和
夫

整形外科学講座
周術期の痛みの管理　人工膝関節置換術
における関節周囲多剤カクテル療法の術
後疼痛と理学療法に対する有用性

大沢 亜紀, 吉田 圭
一, 五味 基央, 青
木 浩平, 金澤 博
明, 丸山 祐一郎, 

内田 真介, 高持 一
矢, 北村 嘉隆, 金野 
智明, 王 志明, 鈴木 
健司

呼吸器外科学講座
巨大中縦隔腫瘍（Castleman病）の一切除
例―術前気管支動脈塞栓術の有用性と手
術アプローチについて

日本呼吸器外科学
会雑誌 29 (1): 95-
100, 2015

小児外科学講座
澁谷聡一、土井崇、
山高篤行

日小外会誌　
47/1 2015年1月
号

新生児期に手術された直腸Y型管状腸管重複症の1例

小児外科学講座

河野春奈、堀江重郎 泌尿器科学講座
【内科疾患　最新の治療　明日への指針】
(第3章)腎臓 多発性嚢胞腎(解説/特集)

福井麻里子, 高持一
矢, 北村嘉隆, 王志
明, 林大久生, 鈴木
健司

呼吸器外科学講座
胸腺腫(WHO分類Type B3)術後に発症し
た重症筋無力症の1例

肺癌54: 52-56, 
2014

内田真介, 高持一矢, 
王志明, 鈴木健司

呼吸器外科学講座
Dedifferentiated solitary fibrous tumorと診
断された巨大胸腔内腫瘍の1切除例

肺癌 54 (4): 226-
227, 2014



205

206

207

208

209

210

211

212

213

214

215

216

217

218

219

220

221

佐藤照友旭,  桜庭景
植,  土屋陽祐,  丸山
伸也,  越智英輔.

整形外科学講座
男子アルペンスキー選手における身体組
成及び骨代謝・骨密度のシーズン変化に
ついての縦断的研究.

佐藤照友旭,  桜庭
景植,  土屋陽祐,  
丸山伸也,  越智英
輔.

田中将, 奥田貴俊, 
馬場智規, 金子和夫

整形外科学講座
両側大腿骨骨幹部骨折術後に両側骨癒合
が遷延したHIV陽性患者の1例．

田中将, 奥田貴俊, 
馬場智規, 金子和
夫

富永修一,  桜庭景
植.

整形外科学講座
中高年下腿切断者の身体活動量に関連す
る因子の検討.

富永修一,  桜庭景
植.

馬場智規,　野沢雅
彦,　前澤克彦,　一青
勝雄,　金子和夫

整形外科学講座
強直性脊椎炎に対する人工股関節全置換
術と再置換術.

馬場智規,　野沢雅
彦,　前澤克彦,　一
青勝雄,　金子和夫

馬場智規，金子和
夫，本間康弘，小林
英生，一青勝雄

整形外科学講座
人工股関節置換術後の臼蓋コンポーネント
周囲骨折

馬場智規，金子和
夫，本間康弘，小
林英生，一青勝雄

古賀有希久, 馬場智
規, 本間康弘, 小林
英生, 湯浅崇仁, 金
子和夫

整形外科学講座
前方進入法を用いて行ったdual mobility人
工股関節全置換術の1例

古賀有希久, 馬場
智規, 本間康弘, 小
林英生, 湯浅崇仁, 
金子和夫

小林 英生, 馬場智
規, 本間 康弘, 松本 
幹生, 湯浅 崇仁, 金
子 和夫

整形外科学講座
楔状テーパーステムを用いた前方アプロー
チと後方アプローチでX線学的な差が臨床
成績に影響を及ぼすか?

小林 英生, 馬場智
規, 本間 康弘, 松
本 幹生, 湯浅 崇
仁, 金子 和夫

小林英生、馬場智
規、本間康弘、松本
幹生, 湯浅崇仁、金
子和夫

整形外科学講座
THAにおける後方アプローチから前方アプ
ローチに切り替えた後のインプラント設置の
検討

小林英生、馬場智
規、本間康弘、松
本幹生, 湯浅崇仁、
金子和夫

本間康弘, 馬場智規, 小林
英生, 松本幹夫, 末原義之, 
湯浅崇仁, 金子和夫, フィ
リップ エルニグ

整形外科学講座
人工股関節全置換術後脱臼ハイリスク患者
に対する人工関節機種の選択―デュアル
モビリティカップの有用性

本間康弘, 馬場智
規, 小林英生, 松本
幹夫, 末原義之, 湯
浅崇仁, 金子和夫, 

中嶽誠、河合祥雄、広沢正
孝、櫻庭景植、小熊英伸、島
内憲夫、鈴木美奈子、田辺
正、鈴木大地、吉村雅文、青
葉 幸洋、山田満、佐久間和
彦、越川 一紀、仲村明、青

整形外科学講座
運動部に所属する大学生の栄養素摂取の
実態.

中嶽誠、河合祥
雄、広沢正孝、櫻
庭景植、小熊英
伸、島内憲夫、鈴

馬場智規、本間康
弘、松本幹生、小林
英生、湯浅崇仁、金
子和夫

整形外科学講座
人工股関節全置換術に対する術中の臼蓋
コンポーネント周辺骨折

馬場智規、本間康
弘、松本幹生、小
林英生、湯浅崇
仁、金子和夫

橋本貴幸、櫻庭景
植；

整形外科学講座
足部内在屈筋筋力トレーニングに効果的な
足関節肢位の検証～針筋電図検査を用い
た足部内在屈筋筋活動を中心に～

橋本貴幸、櫻庭景
植；

坂本優子 整形外科学講座 上腕骨近位部骨折の治療 坂本優子

櫻庭景植； 整形外科学講座
スポーツ障害の診かた・治し方。スポーツ現
場での救急対応―整形外科系。

櫻庭景植；

櫻庭景植； 整形外科学講座 スポーツ障害・外傷とリハビリテーション。 櫻庭景植；

小松 淳, 牟田 智也, 
名倉 奈々, 小畑 宏
介, 杉山 陽一, 勝部 
定信, 金子 和夫

整形外科学講座

腰部脊柱管狭窄症に対する内視鏡下片側
進入両側除圧術と内視鏡下筋肉温存型腰
椎椎弓間除圧術との比較・検討　L4/L5単
椎間による比較

小松 淳, 牟田 智
也, 名倉 奈々, 小
畑 宏介, 杉山 陽
一, 勝部 定信, 金

五味基央, 最上敦彦, 
市原理司, 大林治, 
岩瀬秀明, 金子和夫

整形外科学講座
脛骨遠位端骨折に対するBIOMET社製
PHOENIX tibial nailの特性と有用性

五味基央, 最上敦
彦, 市原理司, 大林
治, 岩瀬秀明, 金子
和夫
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林　礼人、山本有
平、垣淵正男、松田
健、古川洋志、橋川
和信、渡辺頼勝、上
田和毅

形成外科学講座
顔面神経再建方法における定義ならびに
呼称 ～ukushima提言～

日形会誌 2014; 
34(11): 783-796

林　礼人、名取悠
平、吉澤秀和、水野
博司、栢森良二

形成外科学講座
顔面神経完全麻痺発症後長期経過例に対
する舌下神経縦二分割移行術

Facial N Res Jpn 
2014; 34: 28-31

林　礼人、名取悠
平、吉澤秀和、水野
博司

形成外科学講座
顔面神経麻痺再建における咬筋神経と舌
下神経併用例の検討

Facial N Res Jpn 
2014; 34: 129-132

佐藤瑠美子、名取悠
平、堀口雅敏、林　
礼人、水野博司

形成外科学講座

鼻骨骨折整復固定術におけるL字型プ
ローブを用いた術中超音波検査の有用性
について

日形会誌 (in press)

林　礼人、西田匡伸、瀬野久
和、井上雅博、岩田浩嗣、白
澤友裕、新井　一、栢森良
二、小室裕造、梁井　皎

形成外科学講座
我々の行ってきた急性期顔面神経麻痺に
対する舌下神経縦二分割移行について 日形会誌 (in press)

松本幹生，馬場智
規，本間康弘,　小林
英生，金子和夫

整形外科学講座
Forgotten Joint Score-12(FJS-12)の有用
性の検討

松本幹生，馬場智
規，本間康弘,　小
林英生，金子和夫

松本 幹生, 馬場智規, 本間 
康弘, 小林 英生, 湯浅 崇
仁, 小川 晴規, 金子 和夫, 
前澤 克彦

整形外科学講座
人工股関節全置換術後に臼蓋コンポーネ
ントが骨盤内にmigrationし外腸骨動脈仮
性動脈瘤より大量出血を認めた1例

松本 幹生, 馬場智
規, 本間 康弘, 小
林 英生, 湯浅 崇
仁, 小川 晴規, 金

諸橋達, 大林治, 最
上敦彦, 神田章男, 
岩瀬秀明, 金子和夫, 
馬場智規

整形外科学講座
後側方侵入法によるTHA術後に発症した
尿失禁が側方侵入法による反対側THA術
後に改善した一例

諸橋達, 大林治, 最
上敦彦, 神田章男, 
岩瀬秀明, 金子和
夫, 馬場智規

諸橋達、最上敦彦、
神田章男、内藤聖
人、大林治、金子和
夫.

整形外科学講座
大腿骨近位部骨折患者の術前における肺
血栓塞栓症・深部静脈血栓塞栓症のスク
リーニング（造影CTとD-dimer値の比較）.

諸橋達、最上敦
彦、神田章男、内
藤聖人、大林治、
金子和夫.

百村 励, 米澤 郁穂, 
奥田 貴俊, 嶋村 之
利, 峰松 和夫, 金子 
和夫

整形外科学講座
思春期特発性側彎症に対する装具治療の
成績　胸椎カーブと腰椎カーブの比較

百村 励, 米澤 郁
穂, 奥田 貴俊, 嶋
村 之利, 峰松 和
夫, 金子 和夫

椎名秀一朗、佐藤隆
久、近藤祐嗣、建石
良介

消化器画像診断・治療研究
室

State of the Art　大腸癌肝転移に対するラ
ジオ波焼灼術(RFA)

Frontiers in 
Gastroenterology　
2014;19:14-22

吉澤秀和、林　礼
人、名取悠平、水野
博司

形成外科学講座
当科における過去15年間の顔面神経麻痺
静的再建術の変遷

日形会誌 2014, 
34(4): 252-259

望月真理子、小泉拓
也、小室裕造

形成外科学講座

婦人科悪性腫瘍の臍転移（Sister Mary 
Joseph's nodule）に対し腫瘍切除術を行っ
た3例

日形会誌 2014; 
34(2): 113-118

林　礼人、名取悠
平、吉澤秀和、水野
博司

形成外科学講座
麻痺性兎眼に対する軟骨移植による
Levator lengthening法

形成外科　2014; 
57(5): 489-496

山本康弘，工藤俊
哉，原章，丸山祐一
郎，横山実

整形外科学講座
放射線照射後脛骨骨髄炎に対して血管柄
付き腓骨移植を施行した1例

山本康弘，工藤俊
哉，原章，丸山祐
一郎，横山実

湯浅崇仁　前澤克彦　
有冨健太郎　野沢雅
彦　金子和夫

整形外科学講座
80歳以上の高齢者に対するセメントレス人
工股関節全置換術の臨床成績

湯浅崇仁　前澤克
彦　有冨健太郎　
野沢雅彦　金子和
夫

前澤克彦, 桜庭景
植：

整形外科学講座
III-2ランニング量からみた障害発生. ランニ
ング障害のリハビリテーションとリコンディ
ショニング,

前澤克彦, 桜庭景
植：
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　当該医療機関に所属する医師等が申請の前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評
価に資するものと判断される主なものを記入すること。

　「発表者の所属」については、論文に記載されている所属先をすべて記載すること。
　「雑誌名」欄には、「雑誌名」「巻数・号数」「該当ページ」「出版年」について記載すること。

中山祥未、石崎陽
一、福村由紀、川崎
誠治

人体病理病態学講座 膵・胆管合流異常を伴った重複胆管の1例
手術,2014;68巻12
号 Page 1633-1637

吉田賢作、大石英
則、山本宗孝、寺西
功輔、原田佳尚

寄付講座（脳神経血管内治
療学講座）

出血性解離性椎骨動脈瘤に対してステント
のみ留置した一例.

Journal of 
Neuroendovascular 
Therapy (in press) 
【査読有】

野中宣秀、大石英
則、菅康郎、山本宗
孝、新井一

寄付講座（脳神経血管内治
療学講座）

80歳以上のくも膜下出血患者に対する脳
血管内治療の治療成績.

脳卒中の外科 42: 
243-246, 2014【査
読有】

清水崇、堀中直明、
大石英則、井関征
祐、菱井誠人

寄付講座（脳神経血管内治
療学講座）

コイル塞栓術後脳動脈瘤に対する外科治
療—特に clippability に関する検討—.

 脳卒中の外科 42: 
408-413, 2014【査
読有】

東洋英和女学院大
学死生学研究室編、
奥野滋子

緩和医療学研究室
緩和医療現場における「お迎え」現象とそ
の周辺

死生学年報、
2014、135-156．

奥野滋子 緩和医療学研究室 ひとりで死ぬのだって大丈夫
朝日新聞出版、
2014 ,単行本

水嶋章郎 緩和医療学研究室
緩和ケアにおける専門医教育の現状と課
題

ホスピス緩和ケア白
書、2014、17-18

小倉加奈子、松本俊
治

人体病理病態学講座 　知っていると役立つ泌尿器病理24．
臨床泌尿器
科,2014;68;187-
190

松本俊治、坂口亜寿
美、青木裕志、小倉
加奈子

人体病理病態学講座 大型血管炎の病理．
臨床画像,2014; 
30;431-438

坂口亜寿美、小倉加
奈子、松本俊治、阿
部弥生、太田剛、荻
島大貴

人体病理病態学講座 子宮内膜に限局した子宮腺肉腫の一例
本婦人科病理学会
誌,2014;5:35-37

Mamat Osman, 福村
由紀、八尾隆史、石
崎陽一、崔仁煥

人体病理病態学講座
膵・胆管合流異常症に合併した胆嚢肝様
腺癌の1例

胆道　,2014;28巻4
号 Page 660-666

椎名秀一朗、建石良
介、小俣政男

消化器画像診断・治療研究
室

【内科疾患　最新の治療　明日への指針】
(第2章)消化器 転移性肝がん

内科　
2014;113:1087-
1090

Mamat Osman、福村
由紀、八尾隆史、石
崎陽一、崔仁煥

消化器画像診断・治療研究
室

膵・胆管合流異常症に合併した胆嚢肝様
腺癌の1例

胆道　
2014;28:660-666

西森友則．斉藤菜奈．立石
由美子．杉本富士美．佐々
木智子．益子健康．【井上大
輔】．谷藤泰正

緩和医療学研究室
医療環境における臭気調査と大豆由消臭
剤の効果

Health Science 
2014；30：117-21

三浦寛子、崔仁煥、
福村由紀

消化器画像診断・治療研究
室

膵管病変スクリーニングのためのMRCPに
ついて

臨床画像　
2014;30:1296-1300



(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無 

・手順書の主な内容 
 1.病院倫理委員会で審査を行う人を対象とする医学系研究の範囲 2.病院倫理委員会承認までの手順  

3.申請書類について 4.人を対象とする医学系研究実施時の手順 5.人を対象とする医学系研究終了(中止) 

時の手順 6.人を対象とする医学系研究にあたっての一般的注意事項 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年11回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

    

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況 

有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無 

・ 規定の主な内容 

 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況 

年11回 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年2回 

 ・研修の主な内容 

  「臨床研究に関する倫理指針」の改正について 

 



(様式第 4) 

 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

  個人のキャリア形成に合わせ、様々な進路（下記参照）がある。 

   ① 学位 

   ② 学位、専門医 

     ③ 学位、専門医、指導医 

   ④ 学位、専門医、指導医、留学・その他 

 

2 研修の実績 

  研 修 医 の 人 数           90人 

（注）前年度の研修医の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

志賀 教克 総合診療科 助教 12年  

伊藤 誠悟 循環器内科 准教授 22年  

加藤 順子 消化器内科 准教授 19年  

十合 晋作 呼吸器内科 准教授 21年  

堀越 哲 腎・高血圧内科 先任准教授 36年  

野澤 和久 膠原病・リウマチ内科 准教授 23年  

高久 智生 血液内科 准教授 16年  

藤谷 与士夫 糖尿病・内分泌内科 准教授 24年  

波多野 琢 脳神経内科 准教授 16年  

黄田 常嘉 精神科 准教授 19年  

清水 俊明 小児科・思春期科 教授 32年  

梶山 美明 食道・胃外科 教授 31年  

丹羽 浩一郎 大腸・肛門外科 助手 11年  

須郷 広之 肝・胆・膵外科 准教授 24年  

堀本 義哉 乳腺科 准教授 15年  

梶本 完 心臓血管外科 准教授 14年  

王 志明 呼吸器外科 准教授 23年  

山高 篤行 小児外科・小児泌尿生殖器外科 教授 30年  

下地 一彰 脳神経外科 准教授 19年  

前澤 克彦 整形外科・スポーツ診療科 准教授 26年  

水野 博司 形成外科 教授 25年  

池田 志斈 皮膚科 教授 31年  

和久本 芳彰 泌尿器科 准教授 29年  

中谷 智 眼科 准教授 23年  

伊藤 伸 耳鼻咽喉・頭頸科 准教授 15年  

白石 昭彦 放射線科 准教授 24年  

太田 剛志 産婦人科 准教授 16年  

工藤 治 麻酔科 助教 18年  

平山 哲 臨床検査科 准教授 22年  

福村 由紀 病理診断科 准教授 16年  

相原 恒一郎 救急科 准教授 24年  

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

 

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

 

(注) 1 高度の医療に関する研修について記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的

な医療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務

する医療従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 

 

 

 



 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ２．現状  
管理責任者氏名 院長 代田 浩之 

  管理担当者氏名 各部署責任者（繁藤勝、米澤和彦、川上竜太郎、大島純子、等） 
 
   保 管 場 所       管 理  方  法 
 診療に関する諸記録 
   病院日誌、各科診療日誌、処方せん、 
   手術記録、看護記録、検査所見記録、 
   エックス線写真、紹介状、退院した患 
   者に係る入院期間中の診療経過の要約
  及び入院診療計画書 

病院日誌類：管理課 

入院診療録：診療録

管理室(平成21年5月

以降は電子カルテシ

ステム内) 

外来診療録、X線写真

：医事課、カルテ室 

病院日誌については、管理課において年度

別に保管 

手術記録を含む入院診療録については、患

者別に保管(順次マイクロフィルム化) 

ただし、平成21年5月以降の入院診療録につ

いては、診療科別に医事課担当で保管 

 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 従業者数を明らかにする帳
簿 

人事課 
 

主に所属別、診療科別 
 
 
 
 
 
 
 

 高度の医療の提供の実績 管理課 
 高度の医療技術の開発及び 
 評価の実績 

研究推進支援ｾﾝﾀｰ 
管理課 

 高度の医療の研修の実績 医事課 
 閲覧実績 管理課 
 紹介患者に対する医療提供 
 の実績 

地域医療連携室 
医事課 

 入院患者数、外来患者及び 

 調剤の数を明らかにする帳簿 

医事課 
薬剤部 

第規

一則 

号第 

に一 

掲条 

げの 

る十 

体一 

制第 

の一 

確項 

保各 

の号 

状及 

況び 

 第 

 九 

 条 

 の 

  二 

  十 

  第 

  一 

  項 

 

 医療に係る安全管理の

ための指針の整備状況 

医療安全管理室 

・順天堂医院医療安

全マニュアル 他 

付則に基づき、年１回以上医療安全管理委

員会の議題として取り上げ、改正を検討。 

 医療に係る安全管理の

ための委員会の開催状況

  

医療安全管理室 

・順天堂医院医療安

全マニュアル 他 

毎月第３木曜日にリスクマネジネント全体

委員会、第４水曜日に医療安全管理委員会

を開催。隔月で危機管理・職業倫理委員会

を開催。また、３ヶ月ごとに医療機器安全

管理委員会を開催。 

 医療に係る安全管理の

ための職員研修の実施状

況 

・順天堂医院医療

安全マニュアル 

他 

セーフティレクチャー(医療安全研修会)で

「医療安全」「健康管理」「医療機器安全

管理」「医薬品安全管理」「感染対策」な

どについて講義。また、e-learningを使用

して基礎講習会を全職員が受講。年間２回

以上の受講を義務としている。 

 医療機関内における事

故報告等の医療に係る安

全の確保を目的とした改

善のための方策の状況 

・順天堂医院医療

安全マニュアル 

他 

昨年度多く報告されたインシデント事例を

リスクマネジメント全体委員会で検討し対

策を立てて実施し、検証している。 

重大事例は、医療安全管理委員会にて検討。 

 専任の医療に係る安全

管理を行う者の配置状況 

・順天堂医院医療安

全マニュアル 他 
 

 専任の院内感染対策を

行う者の配置状況  

感染対策室長 
堀 賢 ICN 4名 

事務員1名 

 

医療に係る安全管理を行

う部門の設置状況 

医療安全管理室 

・順天堂医院医療安

全マニュアル 他 

医療安全管理室に属する管理内容は医療安

全管理指針に準拠する。 

 当該病院内に患者から

の安全管理に係る相談に

適切に応じる体制の確保

状況 

サービス課 

「患者さん相談コ

ーナー」 

 



 
 

 
   保 管 場 所       管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 規
 則 
 第 
 一 
 条 
 の 
 十 
 一 
 第 
 一 
 項 
 各 
 号 
 及 
 び 
 第 
 九 
 条 
 の 
 二
 十 
 三 
  第 
  一 
  項 
  第 
 一 
 号 
 に 
  掲 
  げ 
  る 
  体 
  制 
  の 
  確 
  保 
  の 
  状 
  況 
 
 
 
 

 院内感染のための指
針の策定状況 

感染対策室 
 

順天堂医院感染対策ガイドライマ
ニュアル2015、ポケットセーフティ
マニュアル、学内HP、医療情報端末
IE 

 院内感染対策のため
の委員会の開催状況  

感染対策室 
 

順天堂規約集 規第平12-6 
 

 従業者に対する院内
感染対策のための研修
の実施状況  

感染対策室 
 

年次ごとに実施（別紙参照） 
 
 

 感染症の発生状況の
報告その他の院内感染
対策の推進を目的とし
た改善のための方策の
実施状況  

感染対策室 
 

感染対策委員会で報告・検討（MRS
A・MDRO・各種届出必要な感染症） 
血液培養ラウンド、感染症ポケット
マニュアル発行、ICTラウンド、手
指衛生遵守率の測定 

 医薬品の使用に係る
安全な管理のための責
任者の配置状況  

薬剤部課長補佐 
佐藤邦義 

 

 従業者に対する医薬
品の安全使用のための
研修の実施状況  

薬剤部 

（医薬品情報室） 
 

開催日、出席者（人数把握は医療安全管理

室）、研修内容を記録し一元管理 

 医薬品の安全使用の
ための業務に関する手
順書の作成及び当該手
順書に基づく業務の実
施状況   

薬剤部 

（医薬品情報室） 
 
 
 

手順書は、病院全体として作成、改訂時は、

医療安全管理委員会にて承認後、各部署に

配付する。実施状況については薬剤師と各

部署担当者で確認し医薬品安全責任者に

報告。一覧表を一元管理 

 医薬品の安全使用の
ために必要となる情報
の収集その他の医薬品
の安全使用を目的とし
た改善のための方策の
実施状況 

薬剤部 

（医薬品情報室） 
 
 
 
 

学会・企業・行政・院内各部署からの情報

を薬剤部(医薬品情報室)において収集・解

析・一元管理し、必要な情報を発信する。

（DI ニュース、医療情報端末への掲載な

ど） 

 医療機器の安全使用
のための責任者の配置
状況 

臨床工学室長 
天野 篤 
 

 

 従業者に対する医療
機器の安全使用のため
の研修の実施状況 

臨床工学室 
 
 

年度ごとに開催日、機種、出席者、
内容を記録し保管 
 

 医療機器の保守点検
に関する計画の策定及
び保守点検の実施状況 

臨床工学室 
 
 

年度ごとに計画し、実施記録を機器
ごとに分類し保管 
 

 医療機器の安全使用
のために必要となる情
報の収集その他の医療
機器の安全使用を目的
とした改善のための方
策の実施状況 

臨床工学室 
 
 
 
 
 

製造販売業者、厚生労働省、PMDA
、JCQHC等から情報を収集分析し、
医療機器安全性情報としてレター
等で周知 
 
 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。 



(様式第 6) 

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類 

 

○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法 

     計画・現状の別  １．計画      ２．現状  

 閲 覧 責 任 者 氏 名              各所属長、院長 代田 浩之 

 閲 覧 担 当 者 氏 名              各所属長、米澤 和彦（管理課長）、川上 竜太郎（医事課長）

、大島 純子（診療録管理室係長） 

 閲覧の求めに応じる場所              診療録閲覧室、会議室 

 閲覧の手続の概要 

診療録は「順天堂大学医学部附属順天堂医院の医療機関における診療情報の提供に関する指針」に

基づき対応している。 

 

 

 

(注)既に医療法施行規則第 9条の 20 第 5 号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院

は現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当

する番号に〇印を付けること。 

 

 

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績 

   前 年 度 の 総 閲 覧 件 数    延     2件 
  閲 覧 者 別   医        師    延      件 

  歯  科  医  師    延      件 
      国    延      1件 
  地 方 公 共 団 体    延      1件 

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。 

 



 
 
 

 
 

（様式第 6） 

 

規則第１条の１１第１項各号及び第９条の２３第１項第１号に掲げる体制の確保の状況 

 

① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 
 
     有・無 

 
 ・ 指針の主な内容： 

1．総則 2．組織体制 3．医療の安全確保を目的とした改善のための方策 
   4．安全管理のための職員研修の実施 5．医療事故発生時の対応方法 
   6．患者相談窓口の設置 7．安全な医療を提供するための院内規則・手順 
   8．医療従事者と患者およびその家族間との情報共有 他 
 

② 医療に係る安全管理のための委員会の開催状況 
 
     年34回 

 
 ・ 活動の主な内容： 

  Ⅰ．医療安全管理指針 P.1～P.21 
   Ⅱ．医療事故防止体制 P.22 
   Ⅵ．医療安全に関する報告の流れ P.26 
 

③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 
 
     年17回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
   Ⅰ．医療安全管理指針 
    ４．安全管理のための職員研修の実施 P.15～P.17 
 

④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の状況 

 
   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
    Ⅰ．医療安全管理指針  

３.医療の安全確保を目的とした改善のための方策 P.11～P.15 
    Ⅱ．医療事故防止体制  P.22 
   Ⅵ．医療安全に関する報告の流れ P.26 
 
⑤ 専任の医療に係る安全管理を行う者の配置状況  有（ 2名）・無 

⑥ 専任の院内感染対策を行う者の配置状況  有（ 6名）・無 

⑦ 医療に係る安全管理を行う部門の設置状況      有・無 

 
  ・ 所属職員： 専任（ 2 ）名 兼任（ 3 ）名 
 ・ 活動の主な内容： 
 Ⅰ．医療安全管理指針 
    ２．組織体制P.2～P.10 
    ３．医療の安全確保を目的とした改善のための方策 P.11～P.15 
    ４．安全管理のための職員研修の実施 P.15～P.17 
    ５．医療事故発生時の対応方法 P.17～P.19 
 

⑧ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況       有・無 

 
 
 
 
 

















































 
 
 

 
（様式第 6） 
 

院内感染対策のための体制の確保に係る措置 
 

① 院内感染対策のための指針の策定状況     有・無 

 
・ 指針の主な内容： 
1）医療関連感染対策に関する基本的な考え 
2）感染対策委員会の組織に関する基本事項 
3）「専任の医療関連感染対策を行うもの」（あるいは院内感染管理者）の配置 
4）医療関連感染対策のための職員に対する研修に関する基本方針 
5）感染症の発生状況の報告に関する基本方針 
6）医療関連感染発生時の対応に関する基本方針 
7）患者等に対する当院の医療関連感染対策指針の閲覧に関する基本方針 
8）その他医療関連感染対策の推進のために必要な基本方針 

② 院内感染対策のための委員会の開催状況 年12回 

 
・ 活動の主な内容： 
1）院内で発生した感染症の分布とその対応について、ガイドラインマニュアルに従い感染対策室か

らの現場指導を受けながら有効性の確認や検証を実施 
2）MRSA院内伝播数に応じ感染対策の実施と徹底を主体的に促すシステムを運営（MRSAレベルゼロシ 
  ステム）、感染対策の実施状況の報告やアウトブレイク発生対応の報告 
3）針刺し切創について、院内の届け出の集計結果を基に改善策を検討 
4）滅菌室から、滅菌機・洗浄機の稼働状況の報告、トラブル発生状況と原因、対策の報告を受け必

要時、改善策の検討を実施 
5）ICTラウンドの実施状況の報告および改善策の検討 
6）医療関連感染サーベイランスの報告および改善策検討 
 

③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 年14回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
1)「当院の感染制御の考え方」「手指衛生と標準予防策」「感染経路別予防策」「針刺し切創・粘膜
曝露防止策」感染対策の基本動作については、感染対策講習会（２回/年）や就任時オリエンテーシ
ョン（研修医・看護師等）で実施。その他、旅行者感染症やインフルエンザ・感染性胃腸炎など季節
性や時事の話題性のある疾患につて適宜取り上げ注意喚起のために実施している。 
また、コメディカルや清掃委託業者に対しては、各々の職種の業務内容に合わせた基本的な感染対策
（手指衛生と環境整備）について実施している。 
 
 

④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 

 
  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
1）選択的MRSA保菌者のスクリーニング検査実施 
2）現場主導型のMRSA感染対策活動（レベルゼロシステム） 
3）手指衛生順守率向上に向けた取り組み 
4）MDROサーベイランスとアウトブレイク対応 
5）医療関連感染サーベイランス（BSI・SSI・VAP・UTI）と改善の取り組み 
6）抗菌薬委員会と連携した抗菌薬処方の適正化活動 
7）ICTラウンド（１回/週）で衛生的な環境の維持とガイドラインマニュアルに沿った感染対策の実

施状況の確認 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

 
（様式第 6） 
 

医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 
 

① 医薬品の使用に係る安全な管理のための責任者の配置状況     有・無 

② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況      年６回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
       

・注射薬の特性と安全管理    ・抗がん剤の取り扱い 
・麻酔の取り扱い  
・血漿分画製剤の取り扱い 

 
 
 
 

③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 

 
 ・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 
 ・ 業務の主な内容： 
    
   ・患者への医薬品の使用の確認   ・調剤業務   ・医薬品情報の業務 
   ・輸血、血液管理の確認      ・製剤業務   ・検査試薬の使用 
   ・医薬品の採用・購入管理業務   ・病棟業務              等 
 
 
 
 
 

④ 医薬品の安全使用のために必要となる情報の収集その他の医薬品の安全使用を目的とした改善

  のための方策の実施状況 

 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 
    ・医薬品情報の院内通知 
    ・医薬品の副作用情報の収集 
    ・診療科との情報の共有 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

 
（様式第 6） 
 

医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 
 

① 医療機器の安全使用のための責任者の配置状況    有・無 

② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況      年56回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
   ・人工心肺装置        ・閉鎖式保育器 
   ・補助循環装置        ・高エネルギー放射線装置 
   ・人工呼吸器         ・輸液ポンプ 
   ・血液浄化装置        ・シリンジポンプ 
   ・除細動器          ・全身麻酔器 
 

③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 

 
 ・ 計画の策定        （ 有・無 ） 
 ・ 保守点検の主な内容： 
   ・人工心肺装置        ・閉鎖式保育器 
   ・補助循環装置        ・高エネルギー放射線装置 
   ・人工呼吸器         ・輸液ポンプ 
   ・血液浄化装置        ・シリンジポンプ 
   ・除細動器          ・全身麻酔器 

④ 医療機器の安全使用のために必要となる情報の収集その他の医療機器の安全使用を目的とした

  改善のための方策の実施状況 

 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
   ・製造販売業者、厚生労働省、PMDA、JCQHC等からの情報を『Risk Management News Letter』 
    で院内各部署に発信 
   ・医療機器の安全使用について、セーフティーレクチャーにて研修会を開催 
 
 

 



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  病院の機能に関する第三者による評価 

① 病院の機能に関する第三者による評価の有無 有・無 

 ・評価を行った機関名、評価を受けた時期 

 日本医療機能評価機構 平成25年6月5日、6日 

 

 

(注)医療機能に関する第三者による評価については、日本医療機能評価機構等による評価があるこ

と。 

 

 

2  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無 

 ・情報発信の方法、内容等の概要 

 

 

 

 

 

3  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有・無 

 ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

医師をはじめ多くの専門の医療スタッフが集まり、がん患者さんの治療方針を話し合う合同症例検

討会（キャンサーボード）を実施している。がんは多臓器にわたることも多く、がんではない他の

疾患を合併していることもあり、全診療科との協力体制をとり方針を検討している。また、関連病

院と連携し、治療を行っている患者さんについても拡大キャンサーボードを定期的に行っている。 

 

 

 

 

 



 

(様式第 8) 

順大発第４０８号  

平成 27 年 10 月 2 日  

 

  厚生労働大臣        殿 

 

開設者名  学校法人 順天堂 

理事長 小川 秀興 (印)  
 

順天堂大学医学部附属順天堂医院の昨年度の業務報告において提出した年次計画の経過について 

 

 標記について、医療法施行規則（昭和 23 年厚生省令第 50 号）第 9 条の 20 第 6 号ロ及び第 7 号ロの

規定に基づき、次のとおり提出します。 

 

記 

1 提出した年次計画の項目 

１紹介率・逆紹介率 ２標榜する診療科 ３専門の医師の配置 ４論文発表 

（注）上記のいずれかを選択し、番号に○を付けること。 

 

2 昨年度および今年度の実績 

昨年度提出した年次計画書での報告事項 

（実績及び予定措置） 

今年度の実績及び承認要件を満たしていない場

合の理由 

［実績］ 

 ・紹介率 ：４７．１％ 

 ・逆紹介率：４５．０％ 

 

［予定措置］ 

 ・毎月第三水曜日に医療連携委員会開催。 

 ・勉強会（近隣医師会の先生方を対象）の開催。 

  年2回 

［実績］ 

 ・紹介率 ：５６．３％ 

 ・逆紹介率：５４．０％ 

 

（注）1 左欄には、昨年度の業務報告において様式第８として報告した事項を記載すること。 

2 右欄には、今年度の実績及び、承認要件を満たしていない場合はその理由を記載すること。 

 

3 今後の具体的措置 

 

（注）本年度も承認要件を満たしていない場合、2で記載した事項以外の更なる措置を記載すること。 


